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 平成 31 年 4 月　

令和元年度大阪大学澪電会総会・講演会・懇親会のご案内
 澪電会会長　村上　孝三

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、平成から令和になって初めての澪電会総会ならびに講演会・懇親会を下記の通り開催いたします。昨
年度までと異なり、総会を最初に行います。また、今年度から総会幹事企業により講演会・懇親会を企画いた
しました。講演会では、自動運転時代を前提とし市街地を時速 5 kmの低速度で巡回し、自由に乗降できる近距
離移動用の新しいモビリティサービス開発プロジェクトである「iino」に関してご講演いただく予定です。皆様
お誘いあわせの上、多数ご参加下さいますようご案内申し上げます。
当日は懇親を深めるため卒業年次・氏名・勤務先を記載した参加者名簿の配布を予定しております。参加者
名簿への記載に差支えがある方がいらっしゃれば、澪電会事務局までご連絡ください。
 敬　具

記

日　時： 令和元年 6月 7日（金） 17：00 ～ 21：00

会　場： 大阪新阪急ホテル（〒 530-8310　大阪府大阪市北区芝田 1－1－35、TEL：06－6372－5101）
 総会・講演会「花の間」、懇親会「紫の間」

次　第： 1．総　会 17：00 ～ 18：00
 2．講演会 18：00 ～ 19：00
 　　「大企業においてボトムアップでイノベーションを実現するには
 　　　　～ iino 時速 5 kmで自動走行するモビリティサービス開発プロジェクト～」
 関西電力株式会社　経営企画室イノベーション推進グループ　森脇健吾
 3．懇親会 19：00 ～ 21：00

会　費： 学部卒業平成 27 年度（H28.3 卒業）以降の方 5,000 円
 学部卒業平成 22 ～ 26 年度（H23.3 ～ H27.3 卒業）の方 7,000 円
 学部卒業平成 21 年度（H22.3 卒業）以前の方 10,000 円

会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。
準備の都合上、出欠のご返事を　1）同封のはがき、2）Google フォーム、もしくは　3）下記の要領で澪電
会メールアドレス宛に、5月 17 日（金）までにお知らせください。
※ご欠席の場合は連絡不要です。

2）Google フォームの場合：https://goo.gl/forms/zgPRqXoEvXcrgTq82
に必要事項を入力してください。申し込みフォームQRコード⇒

3）メールの場合： (1) ご芳名・卒業年・学科／コース
 (2) 勤務先（名札、名簿に記載するご所属、無い場合は無とご記載下さい。
 　 「（元）＊＊電力」「＊＊大学名誉教授」等の表記でも構いません。」）
 (3) 総会へのご出欠　　（出席 または 欠席 とご記載下さい）
 (4) 講演会へのご出欠　（出席 または 欠席 とご記載下さい）
 (5) 懇親会へのご出欠　（出席 または 欠席 とご記載下さい）
上記項目を明記の上、メール件名を「元年澪電会総会の出欠」として、澪電会メールアドレス
reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp　宛にメールをお送りください。

総会幹事企業：関西電力㈱、㈱ダイヘン
事　務　局：高垣恵孝（通平 6）、寺本昌弘（通平 13）関西電力㈱、鶴田義範（気平 3）㈱ダイヘン
問い合わせ先：澪電会事務局　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

表紙について

　表紙の“澪電”は、故 熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
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会長ごあいさつ

澪電会会長　村上　孝三
（電子・昭和46年）

 新しい時代への期待

澪電会の皆様には、お元気でご活躍のこととお慶び申
し上げます。日頃から澪電会の運営ならびに諸活動にご
理解、ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
会報「澪電」No.40 が出来上がりましたのでお届けいた

します。産業界トップとしてご活躍の卒業生からの特別寄
稿をはじめ、会員諸氏の各界でのご活躍状況、母校の動静、
現役学生の声などのほか、澪電会の活動状況に関する記事
を満載しております。お忙しいとは存じますがちょっと一
息されて、是非お読みいただきたくお願いいたします。
改元によりまもなく新しい時代が始まろうとしていま
す。毎年の新春とは趣が異なり、より長期的な視点でこ
れまでを振り返り、来るべき未来への夢と抱負をお一人
お一人が暖められているのではないでしょうか。新たな
元号の出発が絶好の追い風となって、立ち込めていた霧
が徐々に晴れて明るい未来への視界が開けてくることを
願いたいものです。
振り返ってみますと、平成が始まってすぐに経済バブ
ル崩壊の衝撃に見舞われ、立ち直りもままならない内に、
ITバブル崩壊、金融破綻と続き、その後もグローバル経
済の変調、日本経済の低迷といった気の晴れない様相に覆
われたままです。加えて、自然災害の多発、少子高齢化の
加速、プライバシー、セキュリティの危機など巨大な課題
と数えきれないほどの問題点が顕在化しています。これら
に対して提案される様々な施策も、防災、財政、働き方改
革をはじめ、必ずしも展望が良好とは見えず、各所での提
案・討論もかみ合わない議論の連続で、袋小路のような息
苦しさや後味の悪さが残るばかりではないでしょうか。働
く現場での現役世代の方々、とりわけ若手の方々の日々の
苦悩やご苦労はいかばかりかと大変心配しております。
そうは言いながら、平成の30年間は ICT技術が世界に
あまねく普及し、情報社会の基盤が構築されるとともに、
パーソナル・モビリティに代表される新たなポストモダン
社会が出現しました。前述の課題、問題点はその大部分
が、さては情報社会の進展に起因するものではないかとも
思われます。ICT技術の開発・構築の一番の担い手である
電気系の卒業生の皆様は、この社会の中心にあって、これ
らの諸課題を解決できる唯一のプレイヤーであって、その
責任を担っているのではないかと思います。
昨今は、何か問題が起きると、すぐに法律や制度・組織、
モラルの問題としてしまい、個々の技術内容がやり玉に

上がることはめったにありません。このことは幸運とい
うよりは、むしろ、技術というものが難しくて社会から
回避、無関心、軽視の対象になっているのではという心
配があり、そうだとすると技術の目利きがいなくなり技
術の発展にとって不幸な事態と言えます。情報社会で多
発している諸問題は、ICT技術の不備・不十分ではない
のか。今はやりの SNS、IoT、ビッグデータ、AI、5G、
これらはこのまま進めてよいのだろうかと、常に問題意
識を持ち、専門家任せにせず、各所で技術内容に踏み込
んだ議論が盛り上がることが重要だと思います。
クラウドコンピューティングを担うデータセンターの
電力消費問題が危機的状況にあるようです。10 年後に
ICT 機器による消費電力は全電力の 2 割を占め、原発
800 基分が必要と試算されています。現在の世界の原発
数は約 450 基なので到底賄えません。ムーアの法則によ
る省電力化も踊り場状態で電子技術の限界のようです。
ICT技術のパラダイムシフトという問題意識があまり聞
こえてこないのが心配です。
何事も困ったときは基本あるいは原点に戻れと言いま
す。すなわち、根本にある本質を熟慮し、そこから新た
な技術革新を目指して、あるいはそれを見据えて仕事に
取り組むよう心掛け、実行してゆくこと。こうすれば、
仕事が楽しくなり、社会にも貢献でき、人生の夢と幸せ
を得ることができると思います。若手の方々には大いに
期待する次第です。
母校電気系教室は設立 110 周年となりました。個別に
は通信工学科が 80 周年、電子工学科が 60 周年、情報工
学科は 30 周年を迎えました。そして学科・専攻・領域
の名称も電気・電子・通信・情報という原点の名称に戻っ
たようです。母校の発展あってこその社会の発展であり
我々の幸せにつながるものだと思います。卒業生として
母校に大いに貢献したいものです。阪大工学部電気系と
いう原点を同じくする澪電会の皆様の交流がますます盛
んとなりますように、澪電会の発展に運営役員の方々と
ともに引続き尽力してまいります。
2019年6月7日（金）17：00より新時代最初の澪電会総会・

講演会・懇親会が新阪急ホテルで開催されます。多くの
方々とお会いできますよう楽しみにしております。
あらためまして、新時代における皆様のご健勝とご活
躍を心よりお祈り申し上げます。
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電気系教室の変遷（過去 10年分）
電子情報工学科：2017 年度よりコースが再編され、電気工学コース（従来のシステム・制御・電力コースと先
進電磁エネルギーコース）、電子工学コース（従来の量子電子デバイスコース）、通信工学コース（従来の通信
工学クラス）、情報システム工学コース（従来の情報システム工学クラス）の 4コースからなる。

電気電子情報工学専攻：2005 年度より従来の電気工学（緑色）、通信工学（橙色）、電子工学（茶色）、電子情報
エネルギー工学（紫色）の 4専攻が統合され、電気電子情報工学専攻となった。2016 年度より電気工学部門・
情報通信工学部門・電子工学部門の 3つの部門からなる。

情報科学研究科：2002 年度に工学研究科・基礎工学研究科・理学研究科の情報系講座を集約して編成された。
電気系からは情報システム工学科（青色）の 7講座が情報科学研究科に移った。

2016.3 2016.11

2015.10

2013.3

2008.4 2019.3→2016

2018.3

2009.4 

2008.4 

2016.3

2016.9 2017.9 

2015.3

2013.3   2013.5 

2019.3

2015.8  2015.10 

2015.3  2015.4 

2010.3 2010.4 2014.3 2014.7

→2016

2018.3

2010.4

2016.42016.3

2011.4 2015.3

2011.3 2015.4

2019.32012.3

2012.3

配色は電気系会議室B設置の「2008 大阪大学電気系教室創立 100 周年」に準ずる。
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電気系教室創立110周年

電気系教室創設 110 周年、誠におめでとうございます。
心よりお慶び申し上げます。
私が大阪大学工学部を卒業したのは 1980 年。新卒で

まず松下電器産業株式会社（現パナソニック）に入社し
ました。その後1991年にハーバード大学へMBA留学し、
以降はさまざまな企業で働き、2017 年に 25 年振りにパ
ナソニックへ戻って参りました。私が大学を卒業した当
時の日本は現在とは異なり、終身雇用が当たり前で一つ
の会社で定年まで勤めあげることが良いとされていまし
たが、私は外資系や日本の企業、コンサルティングと実
業の世界、小売業と様々な業種で経験を積み、企業経営
に携わってきました。
これまでの経験から感じたことを、この紙面をお借り
して少し述べさせていただきます。
高度成長期を経て日本は大きな成功体験を得ました
が、その一方で現在の日本を取り巻く環境は大きく変化
し、国・企業の競争力は目に見えて落ちてきています。
高度成長期、つまり勢いのあった時代は、自動車・電機
をはじめ、製造業・技術が中心で、いい製品を作ればそ
の製品の力だけでモノが売れていました。しかし今は、
製品力よりも、戦略・ビジネスモデルがないと、国際競
争力が獲得できない時代となっています。また、戦略自
体の寿命も短くなってきており、リーダーは常に先を読
み、戦略をアップデートしていくことが求められていま
す。このように変化の激しい時代を生き抜くには、「外
を見ること」「世界の景色を眺め、そのスピード感を実
感すること」がとても大切です。これから社会に出られ
る皆様も、既に様々な場所でご活躍の皆様も、どうか失
敗を恐れず、グローバルな視点で多くの経験を積んでい
ただきたいと思います。若い世代の皆さんからは、よく

電気系教室創設 110 周年に寄せて 社会に出る際の心構えを聞かれるのですが、その時には
先ほどの言葉に加え、「T字型人間」を目指してくださ
い、というお話をしています。アルファベットのTとい
う文字を思い出して欲しいのですが、Tは縦棒と横棒で
構成されています。縦が専門性、横が幅広い分野の知識・
人脈と理解いただきたいのですが、若い世代の皆さんに
は、まずは縦の専門性を追求することに取り組んで欲し
いと思っています。自分に与えられた仕事に対し、「自
分はその道のプロフェッショナルになるのだ」という意
識で向き合い、地道にスキル・経験を磨いてください。
華やかな仕事をしているように見える人、幅広い人脈が
あるように見える人が気になる時期もありますが、「深
さ」を追求していけばその過程で自ずと人間性が磨かれ
て、自然と「幅」が出てきます。社会人には「深さ」と
「幅」の両方が必要ですが、まずは焦ることなく、自分
のキャリアの背骨となるような経験を積んで欲しいと思
います。
現在私はパナソニックで法人向けビジネス（BtoB 事
業）を担当するコネクティッドソリューションズ社で企
業変革にチャレンジしています。昨年創業 100 周年を迎
えたパナソニックが、次の 100 年もお客様と共に発展し
続ける企業であり続けるため、経営者も社員も、誰もが
オープンに意見を交わし合い、正しいことを正しく実行
できるフェアでフラットな「健全なカルチャー」を目指
し、社員と一緒に様々な取り組みを行っています。例え
ば社長室の廃止。私も社員と同じようにオープンな席に
座り、いつでも相談ができるようにしています。ドレス
コードも廃止し、堅苦しいカルチャーからカジュアルで
皆がスピード感を持っていきいきと仕事ができるカル
チャーに変わることを目指しています。お客様や世の中
の変化に対する感度を高め、健全な風土だからこそ生み
出される衆知集め、お客様の“お困りごと”を解決して
いくこと。これこそが社員の働きがいや生きがい、幸福
に繋がると確信しています。これからの日本を変えてい
くのは皆さんです。一緒に頑張りましょう！

パナソニック株式会社
代表取締役 専務執行役員
樋　口　泰　行
（電子・昭和 55 年）
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電気系教室創立110周年

サイボウズ株式会社の社長の青野慶久と申します。こ
のたび「澪電」への寄稿を依頼いただき、大学時代を思
い出しながら執筆しております。
私が愛媛の高校を卒業し、大阪に出てきたのは 1990

年のバブル真っ盛り。大学に入学したら後は遊ぶだけ、
そんな時代でした。華やかなサークルに入って遊び倒し
たいと思いながらも、選んだのはなぜかボランティア・
サークル。そこから 4年間、児童養護施設に毎週通った
り、障がいのある人たちと一緒に活動したりしました。
妻とはこのサークルで出会いました。いろいろ充実した
サークル活動でした。
しかしながら学業の方は適当でした。コンピュータを
学びたくて入学したのに、「教養」の時期が長過ぎて、
途中で心が折れました。授業に行かない日が増えていき、
卒業ギリギリの単位を揃えて大学を去りました。
衝撃だったのは畑慎也さんとの出会いです。中学のと
きから独学でプログラミングを学んでいた私にとって、
コンピュータ系の授業はさほど難しくなく、天狗になっ
ていたのかもしれません。研究室の先輩だった畑さんの
高度なプログラミング技術は、プログラマーになるとい
う私の夢を一瞬で諦めさせるにふさわしいものでした。
そして、それから数年後、起業するときに、迷わず畑さ
んを誘います。
畑さんが作ったグループウェア「サイボウズ Office」
は、1997 年の発売直後から期待以上に売れていきました。
そのおかげで 3年後の 2000 年には東証マザーズに上場。
今ではMicrosoft や IBM、Google など世界の強豪を押し
のけて、日本で一番多くの企業で使われるグループウェ
アになりました。
現在はアメリカ、中国、東南アジアなどで、グローバ
ル展開を進めております。日本のビジネスソフトで、ま
だグローバルで成功したものはありません。その鍵を
握るのは、2011 年に発売開始した「kintone（キントー

個性豊かでカラフルな社会を ン）」という業務アプリケーション基盤サービスです。
昨今の世界的な IT 人材不足を受けて、Low-Code/No-
Code と呼ばれる高速開発ツールに注目が集まっていま
す。kintone は高速に業務アプリを開発できるだけでな
く、豊富なプラットフォーム機能によってアプリ間 /シ
ステム間の連携も容易です。しかも低価格。有料契約企
業数は 1万社を超え、順調に普及が進んでいます。
私たちが目指しているのは「チームワークあふれる社
会」です。多様な個性を活かし、人々がもっと効率よく、
そして楽しく働く社会です。サイボウズ自身は 800 人を
超える大企業になってきましたが、働く時間や場所を選
択でき、自由に副業ができるなど、働き方先進企業とし
て取り上げられるようになりました。政治家や省庁も関
心を持ってくださったので、政策提言の機会が増え、昨
年は国の「モデル就業規則」から副業禁止の項目を外し
ていただきました。これから日本で作られる会社では、
ほとんどが自由に副業できることでしょう。引き続き日
本の働き方改革を牽引していきます。
プライベートでは、3人の子供に恵まれ、育児休暇を
3回取得しました。上場企業の男性社長が育児休暇を取
るのは異例のことですが、これくらいやらないと、子育
てを女性に押し付ける日本の文化は変わらないでしょ
う。サイボウズでは、男性が育児休暇を取得することも、
普段から育児に参加することも当たり前になりました。
また日本では、結婚すると夫婦のどちらかが改姓しな
ければなりません。私自身、妻の名字に改姓したことで
大変苦労しました。強制的な夫婦同姓制度は日本にしか
残っていない古い制度であるにもかかわらず、国会議員
は立法を怠っているとして、昨年、国を相手に訴訟を起
こしました。今年 3月には東京地裁の判決が出ます。夫
婦同姓・夫婦別姓を選べる社会を作っていきます。
現在、日本そして世界で起きている問題の多くは、「多
様な個性を尊重する社会」を実現することで解決できる
ように思います。一律のルールを押し付けて個性を殺し
たり、人種や性別や身体的特徴などでカテゴライズして
対立を生んだりしています。それよりも個性豊かでカラ
フルな社会を目指しましょう。そして、カラフルな人た
ちが協力し合って生きるためのインフラとして、サイボ
ウズのグループウェアをご活用くださいませ。どうぞ楽
しい 21 世紀を！

サイボウズ株式会社
代表取締役社長
青　野　慶　久

（情報システム・平成 6年）



― 5―

講演会からの話題

本題目は、科学技術振興機構（JST）における、我が
国が定める戦略目標の達成に向けて、課題達成型基礎研
究を推進し、科学技術イノベーションを生み出す革新
的技術シーズを創出するためのチーム型研究（CREST）
に応募し採択された研究領域の名称です。この領域にお
ける研究課題については後ほど述べ、このチームに参画
するようになった経緯を私の経歴を含めて紹介します。
私は、菅田栄治先生のご尽力により 1958 年に設置さ

れた電子工学科（参考：会報 澪電 第 2 号 1981.5 ）に
入学し、さらに菅田栄治先生が大阪大学に特異性のあ
る研究を継続発展させうる場を得たいと計画して設置
された電子ビーム研究施設の電子ビーム動特性研究部

門（裏克己先生 担当教授）に 1976 年に配属されまし
た。学部の卒業研究では、当時、助手をお勤めの藤岡弘
先生（後に、情報システム工学科 集積システム工学講
座 担当教授）のご指導の下、「パルス電子ビーム法によ
る NEET（Nuclear Excitation by Electron Transition）
観測」に関する研究に従事致しました。電子遷移による
核励起 (NEET) を観測する手法・実験は、極めて難易度
の高い実験で、1984 年になって、やっと成果となり、Z. 
Phys. A ‒Atoms and Nuclei の学術雑誌に Short Note と
して掲載されました。後の 1998 年に、大型放射光施設
Spring-8 にて、同じ 197Au 試料を用いてNEET が観測
されています。この時の評価では、Spring-8 だから出来
た測定であり、他の施設では不可能もしくは難しいと評
されています。このように、学部のときからサイエンス
へ寄与できる先駆的な研究に従事できたのは、裏先生、
藤岡先生のおかげであり、その後の私の研究姿勢に多大
な影響を及ぼしたものと思っています。大学院博士前期
課程（修士）及び博士後期課程（博士）では、「ストロ
ボ走査電子顕微鏡による集積回路素子の動作解析」の研
究に従事しました。集積回路素子を駆動する高周波数信
号と同期して電子ビームをパルス化して素子に照射する
ことにより、集積回路素子内部の信号伝搬の様子を観測

計測技術と高度情報処理の融合

中　前　幸　治
（電子・昭和52年）
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することができます。高周波数信号とパルスビーム発生
の位相関係を固定してパルス電子ビームを発生させ、集
積回路素子表面を走査して観測すると、その位相での電
位の分布を観ることができます。また、パルス電子ビー
ムを素子表面の 1点に固定して照射し位相を変化させる
と、その点での時間変化する電位信号を知ることができ
ます。この装置は有用であるので、さらに、民間企業と
の共同研究を推し進め、装置システムの開発を行いまし
た。開発した「ストロボ走査電子顕微鏡システム（ＥＢ
テストシステム）は、大阪大学創立 80 周年記念事業の
中の「産業界との連携のあゆみ」の実用化事例として選
出されています。これを契機として、電子ビームテスター
と呼ばれる商用装置が民間で開発されるようになりまし
た。これらの研究を通じて、時間変化する信号の処理、
および、画像信号の処理に関する知識・技能を得ること
ができたと思っています。
このような経歴をもつ私に、2016 年 5 月にチーム型研
究（CREST）の応募に参画してほしいとの要望が卒業
生から寄せられ、チームに加えていただけるようになり
ました。応募の結果、採択され、2016 年 10 月から 4 年
半のプロジェクトが開始されました。本プロジェクトは、
九州大学 村上恭和教授をリーダとして、九州大学、日
立製作所と大阪大学の私のグループの共同研究として、
研究領域「計測技術と高度情報処理の融合によるインテ
リジェント計測・解析手法の開発と応用」、研究課題名「AI
と大規模画像処理による電子顕微鏡法の技術革新」とし
て採択されたものです。目的は、物質内外の電磁場を計
測・イメージングできる電子線ホログラフィーと情報科
学の融合により、電子 1個の存在有無を評価できる超高
感度の電磁場計測技術を確立することです。
電子線ホログラフィー装置は、1931 年クノールとルス
カによる透過電子顕微鏡の発明・開発、1940 年菅田栄治
教授による我が国最初の金属製電子顕微鏡の試作、1948
年デーネシュによるホログラフィーの発明、1978 年日
立 外村彰による実用的なホログラフィー電子顕微鏡の
開発、1989 年日立 外村彰による電子ビームによる二重
スリット実験（世界で最も美しい実験の一つに選出され
ています）、2000 年日立 外村彰による世界初の超高圧 1 

MVホログラフィー電子顕微鏡の開発、2014 年日立 1.2 
MVの電子顕微鏡画像取得、世界最高分解能44 pm（参考：
水素原子の大きさ 53pm）達成の先人たちの功績の上に
築かれた装置です。
応募時点では、電子線ホログラフィーを用いて電子 10
個相当の存在有無を評価できる段階に到達していました
が、触媒微粒子の表面・界面電位や分極の測定、或いは
原子スケールでの磁化測定を実現するためには、その電
磁場計測感度をさらに一桁向上させる必要があります。
本研究では、電子線ホログラフィーの位相計測精度が画
像解析や統計数理処理と密接な関係を持つこと、即ち収
集された電子線ホログラムの一画素あたりの電子数や干
渉縞コントラスト、S/N等のパラメータに依存すること
に注目し、情報科学の先進技術の導入により目標達成を
図ります。私のグループの主たる役割は、電子線ホログ
ラムからの位相情報抽出を高度化するための統計数理処
理手法を確立することです。これが実現されると、触媒
微粒子の表面・界面電位の実測、化合物磁性体が示す磁
化の原子スケール計測など挑戦的な研究の門戸を開き、
学術分野への貢献とともに、エネルギー創出や環境など
の社会的問題に関わる研究に寄与することが期待されて
います。現在、「隠れマルコフモデルWavelet 解析」を
駆使した雑音除去を推し進めています。位相解析精度
は、雑音を含む画像において～～ 2π/28 であったものが、
～～ 2π/136 に改善され、単一画像を用いたものに対して
過去最高水準を達成いたしました。さらに、Wavelet 解
析における画像内の解析方向性を良くするために通常の
Wavelet を Dual-tree 複素数Wavelet にアップグレード
しました。この結果、さらに位相算出誤差は約 5分の１
に低減され、位相解析精度は改善されました。現在も、
改良を進めています。今後も、菅田栄治先生のお言葉の
ように、「正しいもの（美しいものを求めること）は必
ず展びる 正しきを求めて努力しよう 正者必展 正しきを
求め努力を」をモットーに、研鑽に励みたいと思ってい
ます。今後ともご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
最後に、先人たちの数々の偉大なご業績に深く敬意を
表します。
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講演会からの話題

私は 1976 年に工学部電気工学科に入学し、卒業研究
では超電導電力貯蔵のテーマを選び、西村正太郎教授、
村上吉繁助教授、辻毅一郎助手（いずれも研究室配属当
時）の下で修士、博士へと進みました。第一次・第二次
オイルショックがあり、省エネルギーの技術開発が種々
行われていました。省エネルギーに関するプロジェクト
は「ムーンライト計画」と呼ばれ、新エネルギーの「サ
ンシャイン計画」と並んで進められていました。この中
で電力貯蔵はムーンライト計画で取り上げられました。
そのような状況下で 1980 年に大阪大学に工学部附属の施
設として超電導工学実験センターが設置され、超電導電
力貯蔵装置（Superconducting Magnetic Energy Storage, 
SMES）に関する研究が推進されることとなり、私も大
学院学生として研究に従事しました。SMESは超電導コ
イルに直流電流を流すことにより電気エネルギーをエネ
ルギー形態の変換をせずに貯蔵するものであり、急速な
充放電が可能で電力損失も少ないことから、揚水発電所
を代替するような大規模貯蔵装置が米国のウィスコンシ
ン大学で先行して 1970 年代から行われておりました。そ
れに対して大阪大学では電力系統安定化装置としての利
用に着目し、研究が行われました。省エネルギー技術開
発の一環として開発されていたGTOサイリスタを東芝
より提供を受け、SMESのための交流／直流電力変換装
置への適用研究を行いました。その中では電流形電力変
換装置として特有の問題である転流時の交流側のインダ
クタンスに蓄積されたエネルギー処理が課題となり、サ
イリスタの強制転流インバータに用いられていた回生ク
リッパ回路によって交流側にエネルギーを回生する方法
によって解決しました。有効電力と無効電力を同時に制
御する制御系を構築し、それによって長距離送電線の安
定限界を熱限界まで拡大できることを模擬送電線による
実験で示しました。その他の応用として瞬時電圧低下補
償装置としての研究も進めました。1秒以下の瞬時的な
電力系統の電圧低下発生時に半導体製造装置や工場の電
動機などが減速や停止しないように保護するもので、実

パワーエレクトロニクスと超電導・分散形
電源による新しい電力システムへの挑戦

用化もされました。
次に、瞬時電圧低下補償装置に関連して、負荷機器個々
に瞬時電圧低下や停電対策を行うのではなく、電力シス
テムでまとめて対策を行って、負荷毎に必要とされる品
質の電力を供給する「品質別電力供給」の研究に従事し
ました。停電対策は一般的には無停電電源装置（UPS）
で対策が行われますが、定期的に鉛電池を交換する必要
があります。個々に対策する方法では対策機器の保守が
個々に必要となります。その対策を一括して系統側で行
うものです。日本では高い品質の電力が供給されており、
その必要性についての議論もありましたが、2011 年 3月
11 日に発生した東日本大震災の際には、NEDOのプロ
ジェクトの中で行われていた仙台の装置が震災後にも継
続して動作し、周囲が停電している中で電力供給が継続
されたことは斯界では大きなニュースとなりました。
次の話題として直流配電があります。太陽光発電、燃
料電池は直流で電気を発生し、二次電池や SMESは直流
で電気を貯蔵します。最近の負荷機器では直流で利用す
るものも多くあり、インバータエアコンなど交流から直
流に変換して周波数変換を行って利用する形態の負荷機
器も多くあります。そこで、交流に変換する損失を低減
するために家庭内やビル内で直流によって配電するシス
テムの研究を行いました。直流システムでは通常のコン
セントでは引き抜く際にアークを発生して危険を伴うの
で、変圧器の一次・二次側で回路を分離する原理を使っ
て非接触コンセントの開発を行いました。1kWの伝送電
力で 93.2％の効率が得られ、直流システムにおいては太
陽光発電など直流で発電される電力が従来の交流システ
ムより効率良く使用できることが示されました。
最後の話題として仮想同期発電機があります。太陽光
発電などのインバータを通して系統へ連系される発電装
置が増えつつありますが、そのようなインバータ連系の
発電装置が従来の同期発電機の容量を超える場合には電
力系統の同期化力が不足し、系統が不安定となることが
予想されます。そこで、仮想的に制御で慣性を持たせる
仮想同期発電機の研究を進めました。インバータの場合、
同期発電機とは異なって過電流耐量が小さいので、過渡
時に電流に振動が起こるとインバータが停止することが
あるので、振動抑制には特別の配慮が必要ですが、慣性
を自由に設定できるのでこれからの電力システムには不
可欠の技術となるでしょう。
従来の大規模集中形電源と長距離送電線を使う電力シ
ステムに加えて、再生可能エネルギーによる分散形電源
の電力を発生地周辺で消費する地産地消形の形態も加速
させてゆく必要があります。今後とも技術開発を進め、
以上に述べたような技術の実用が広がることを若い卒業
生達に期待します。最後にこれまでの研究を支えていた
だいた各位に衷心より感謝の意を表します。

伊　瀬　敏　史
（電気・昭和55年）
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母校のニュース

イノベーションデザインコース

持続可能な開発目標（SDGs）2030 アジェンダの達
成には我が国のエレクトロニクス分野の果たす役割
は益々大きくなっています。IoT や AI 等の新技術の
研究開発だけではなく、医療、環境エネルギー、安心
安全といった様々な分野におけるエレクトロニクス
の新展開が不可欠というのは言うまでもありません。
その実現には、基礎研究によるイノベーションシーズ
の創出だけではなく、そのシーズを大企業での実用化
やベンチャー起業等により社会実装に繋げていかな
ければなりません。そして、そのような研究開発の現
場で活躍できる博士人材の育成が我が国の将来を決
めると言っても過言ではないでしょう。一方で、従来
型の大学院カリキュラムでは研究開発成果の社会実
装に関しては各研究室での活動から学生が自主的に
学ぶしか方法がありませんでした。
そこで、電気電子情報工学専攻では 2019 年 4 月 1
日より、従来の電気工学コース、電子工学コース、情
報通信工学コースに加え、新たに 5年一貫のイノベー
ションデザインコースを設置いたします。イノベー
ションデザインコースでは、学生が自分の研究テーマ
の研究開発を進める中で、その研究開発を社会実装す
るためにはどうすれば良いのか、その研究開発成果の
ユーザーとなる企業の方々と議論することで、研究開
発目標等を見直したり、新たな研究テーマを見出した
りというような自分で研究テーマを検討する能力、そ
して、その研究成果を社会実装するためのビジネスモ
デルや事業目論見書を作成する能力を養成すること
を目指します。2018 年度に 1 年間、プレ講義と称し
てイノベーションデザインコースとしての演習を実
施してまいりましたが、そこで分かったのは、従来
の研究開発に関しては、4年生でもこれまでの講義等
で学んできた基礎科目の蓄積で対応できますが、ビジ
ネス関係になりますと、これまで学んでいないことを
初めてすることになるので全然対応出来ない、という
ことです。私は個人的にベンチャーを 4社起業いたし
ましたが、経営等は学んでいません。しかし、起業後
13 年経ちますと、門前の小僧的に何となくビジネス
が肌感覚で分かってきました。その経験から、ビジネ
スは数学や物理と異なり、言語のようなもので、どん
なに才能があっても直ぐには身に付きませんが、時間
を掛ければ誰でも身に着けられると確信しています。

それが、イノベーションデザインコースが 5年一貫に
なっている理由でもあります。
このコースの教育理念が機能するためには、学生と
議論していただく企業の方々の存在とご支援が不可
欠となります。澪電会の皆様からご支援を賜れますよ
う、この場をお借りしてお願い申し上げます。
 （森　勇介（初代イノベーションデザインコース長、
 電気・平成元年）記）

大阪大学が指定国立大学に指定

大阪大学は、平成 30 年 10 月 23 日に文部科学大臣
から指定国立大学法人の指定を受けました。指定国立
大学法人制度とは、日本の大学における教育研究水準
の向上とイノベーション創出を図るため、世界最高水
準の教育研究活動の展開が相当程度見込まれる国立
大学法人を文部科学大臣が指定するものです。
平成 29 年 6 月 30 日付けで、東北大学、東京大学、
京都大学が指定国立大学法人として最初に指定され
ました。続いて平成 30 年 3 月 20 日付けで、東京工業
大学、名古屋大学が指定されました。大阪大学は平成
29 年度の入試ミス対応の関係で、指定国立大学構想
の文部科学省への再提出が遅れ、６番目の指定になり
ました。
指定国立大学法人となった大阪大学には、国際的な
競争環境の中で、世界の有力大学と伍していくことを
求められ、社会や経済の発展に貢献する取組の具体的
成果を積極的に発信し、国立大学改革の推進役として
の役割を果たすことが期待されています。
今回の指定国立大学にあたって大阪大学が定めた
キーコンセプトは、社会との「共創（Co-creation）」
です。社会と大学が「場」を共有しつつ、共に課題を
探求し、その解決に向けて互いの知と力を合わせて
創造活動を展開することを指します。西尾章治郎総
長は、「共創」の実践を通じ、世界屈指の研究成果を
生み出すとともに、「共創」活動を担いグローバルに
活躍する人材を育成することで、人類の幸福と社会の
持続的成長のためのイノベーションに貢献する大学、
すなわち、「社会変革に貢献する世界屈指のイノベー
ティブな大学」を目指ざす、と述べておられます。本
学の構想については、https://www.osaka-u.ac.jp/ja/
oumode/OU_vision_2018/dnuc を参照ください。

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/oumode/OU_vision_2018/dnuc
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大学の構成員には、指定国立大学になって何が変
わったか、未だはっきりと実感できないところも多い
のですが、研究や教育に関する成果を数量化して評価
するという方向性が出てきています。イノベーション
の最前線にある工学部・工学研究科は、今後、一層の
発展、成長が期待されているところです。
（馬場口登（教育研究評議員、通信・昭和 54 年）記）

大学院博士前期課程に英語コースを開設

電気電子情報工学専攻では、大学院博士前期課程
にグローバルサイエンス＆エンジニアリングコース
（GSEコース）を 2019 年 4 月より開設いたしました。
近年、インターネットの普及に伴って、研究開発お
よび高等教育に関する最新情報が世界中を瞬時に流
通するようになってきました。そのため、グローバル
な視点で大学および大学院の進学先、また、大学卒業・
大学院修了後のキャリアを考える学生が増加してい
ます。このことが、実質的な国際共通語である英語で
の教育を提供する米国ならびに英国の高等教育機関
が世界ランキングの上位を独占できる理由のひとつ
と考えられます。よって、優秀な学生を世界中から集
めて教育し、国際的な高等教育機関間の競争に勝ち残
るには、優れた研究成果の発信に加えて、英語のみで
履修が可能なコース（英語コース）の設置が必要です。
工学研究科では、これまでにもいくつかの専攻で既
に英語コースが設置されており、全専攻に英語コース
を設置することが研究科の方針として掲げられてい
ます。その方針に基づき、電気電子情報工学専攻にお
いても GSE コースを開設いたしました。2018 年 8 月
に第一回の入学者選抜試験を実施し、2019 年 4 月に
はじめての入学者を受け入れました。本コースの教育
には専攻の全教員が参加しており、各研究室における
セミナー、演習、研究指導を通して、専門分野を深掘
りした教育を行うとともに、システム系科目群 9科目、
物理系科目群 11 科目を開講し、電気電子情報工学の
幅広い分野にわたる教育を行うカリキュラムが用意
されています。
電気電子情報工学専攻では、本コースの設置によ
り、ひろく世界中から集めた優秀な学生に対してグ
ローバルスタンダードな大学院教育環境を提供する
と共に、コース修了後にはグローバル企業や世界中の
大学、研究機関等で中核的な技術者、研究者として活
躍する人材を輩出することを目指します。
 （丸田章博（通信・昭和 63 年）記）

中前幸治教授　最終講義

情報科学研究科・情報システム工学専攻・中前幸治
先生は、平成 31 年 3 月 31 日をもって定年退職される
こととなりました。ご退職を迎えられるにあたり、最
終講義が平成 31 年 2 月 1 日（金）午後 3時より電気
系メモリアルホールにて行われました。当日は、工学
部電子情報工学科ならびに情報科学研究科の学生や
教職員のみならず、中前先生の同級生、ご指導を受け
た卒業生等、多数の方々が聴講に訪れました。情報科
学研究科・情報システム工学専攻・専攻長の橋本昌
宜教授により中前先生のご略歴が紹介された後、「不
思議な子と過ごした旅人」と題する講義が始まりまし
た。
講義の冒頭、中前先生は、前置きとして電気系メモ
リアルホールの名称の由来に言及されました。菅田栄
治先生のご尽力や松下幸之助氏の寄付等により電子
工学科の設立ならびに電子工学科建物（東野田学舎）
の建設が成されたことを記念して、電気系メモリアル
ホールと命名されたことを説明されました。中前先生
の恩師である裏　克己先生、藤岡　弘先生もメモリア
ルホールで最終講義をされたことから、同じ場所で最
終講義を行えることを感慨深いと述べられました。ま
た、講義の題目の「子」について説明され、子は中国
語で先生、特に老子、孟子、孔子等のように思想家を
指す語であると説明されました。続いて、「壊れた花
瓶」の詩を紹介され、この講義・講演を聴講された方
に何か印象に残り、それが将来に役立つことにつなが
れば幸いであるとお話されました。
続いて、本講義を理解する上で重要となる二つの物
理現象について解説されました。一つ目の物理現象は
光電効果で、この現象の発見から「光の正体が何であ
るか？」との疑問の解明が進んでいった歴史を振り返
られました。二つ目の物理現象は熱電子放出で、この
現象を応用して電子銃が発明され、それが電子顕微鏡
に応用されたことを説明されました。
講義の本題の一つ目では、「子その１とともに」と
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して、電子にまつわる研究である、パルス電子ビーム
とその応用に関する研究について紹介されました。走
査電子顕微鏡（SEM: scanning electron microscope）
に電子ビームのパルス化機構を組み込んだ装置は、ス
トロボ SEMと呼ばれ、更にこれに二次電子のエネル
ギー分光器を組み込んだ装置は半導体集積回路の故
障診断に応用できることを、その原理等も含めて、説
明されました。この装置は、その後、電子ビームテス
ターと呼ばれる商用のシステムに発展したことを紹
介されました。
講義の本題の二つ目では、「子その２とともに」と
して、光子にまつわる研究である、レーザー光を用
いた集積回路の故障診断装置に関する研究について
紹介されました。2005 年から 2012 年に、JST（科
学技術振興機構）先端計測分析技術・機器開発プロ
グラムの採択課題である「超 LSI 故障箇所解析装
置」において、レーザー SQUID（superconducting 
quantum interference device） 顕 微 鏡（L-SQ: laser 
SQUID microscope）、および、レーザーテラヘルツエ
ミッション顕微鏡（LTEM: laser terahertz-emission 
microscope）の開発に取り組まれたことを紹介され
ました。
講義の本題の三つ目では、「子その１の本性に挑ん
で」として、近年取り組まれている、電子線ホログラ
フィに関する研究について紹介されました。JST戦略

的創造研究推進事業 CREST 採択課題である「AI と
大規模画像処理による電子顕微鏡法の技術革新」にお
いて、2016 年から取り組まれているもので、電子の
波動性を利用した電子線ホログラフィの原理等につ
いて、ビデオも交えて紹介されました。
また、これらの本題の合間では、インターミッショ
ンとして、長年運営に携わってこられたナノテスティ
ング学会や、量子コンピューティングに関する研究等
についても、紹介されました。
講義の本題の四つ目では、「展望」として関連研究
である「アト秒電子線イメージング」ついて紹介され、
その後、電子および光子の不思議さについてまとめら
れました。最後に、恩師の裏先生、藤岡先生への感謝
の言葉、ご家族への感謝の言葉、電子情報工学科なら
びに情報科学研究科の教職員・学生諸氏への感謝の言
葉で講義を締め括られました。
講義終了後、中前先生の長年のご指導に対する感謝
の意を込め、卒業生の野村彩季さんから中前先生へ花
束が贈呈された後、大きな拍手に送られて、中前先生
がご退席されました。
その後、別室にて、中前先生を囲んで茶話会が開か
れました。先生は、多くの卒業生や教職員の方々に囲
まれ、約 2時間、和やかに歓談されました。
 （三浦克介（電子・平成 4年）記）

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会

（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださいますよう切
にお願い申し上げます。
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新研究室紹介

本研究室は、昭和 15 年の通信工学科創設時に設置された通信工学第一講座（通
信工学基礎理論）を淵源としています。平成 8年の大学院重点化に伴い大学院専
任専攻として設置された電子情報エネルギー工学専攻の先端通信工学講座に、当
時通信工学基礎論講座を担当しておられた長谷川晃教授が移られ、その後、同講
座を北山研一教授が担当されましたが、平成 17 年の改組で、電気電子情報工学
専攻情報通信工学部門通信ネットワーク工学講座フォトニックネットワーク工学
領域となり、平成 28 年 11 月より丸田が担当させていただいております。現在は、
三科健准教授、久野大介助教、西谷由子事務補佐員、博士前期課程学生 7名、学
部学生 6名とともに、光ファイバ通信技術をはじめ、光波、電波、音波等の波動
をベースとする情報通信技術の研究ならびに教育に取り組んでいます。
情報通信ネットワークは現代社会を根底から支える中核的インフラであり、光
ファイバ通信技術は、一般家庭から国際光海底ケーブルに至るまで、有線通信の
ほとんどを担っています。本研究室では、増加の一途を辿るインターネットトラ
ヒックを、より高速に、より高効率に伝送・転送可能な次世代の光ネットワーク
の実現を目指した研究を一貫して推進しています。以下に、いくつかの具体的な
研究テーマについて紹介します。
【１】大容量光ファイバ通信を実現する新たな光通信方式
無線通信で用いられてきた技術が、最近では光ファイバ通信にも適用されてい
ます。すなわち、ディジタルコヒーレント変復調技術の導入により、搬送波の振
幅と位相に情報を載せる多値伝送が可能となり、1本の光ファイバで送れる情報量

が増加しました。また、ファイバ中で生じる線形な波形歪みについては、受信端での高速なディジタル信号処理に
よって補償することが可能となり、ファイバ非線形性による波形歪みが克服すべき研究課題となっています。本研
究室は、長谷川晃教授が光ソリトン伝送の研究を推進されて以来、長年にわたるファイバ非線形性に関する研究の
伝統があり、最近では、非線形性の影響を受けない「光固有値」に情報を載せて多値伝送を行う新たな変復調方式
の研究を行っています。また、今日における機械学習 (AI) 技術の長足の進歩を、ファイバ非線形性による波形歪み
に起因する信号誤りの補償に応用する技術の検討を行っています。
【２】全光信号処理技術
従来の光ネットワークでは、リンク間を接続するノードにおいて、ノードに届いた光信号を一旦電気信号に変
換した後に、信号の再生や経路の切り替えを行い、再度光信号に変換してノードから送出するという操作が必要
です。この光／電気／光変換を省き、光のままで各種の信号処理を行うことができれば、低消費電力かつより高
速な通信ネットワークを構築することができます。本研究室では、光ファイバや半導体光増幅器のもつ非線形性
を応用した各種の光信号処理技術に関する研究を行っており、これまでに光アナログ－ディジタル変換、光可変
遅延線、変調フォーマット変換や高性能波長変換などの研究を行ってきており、更なる新機能の実現と高機能化
に向けた研究を推進しております。
【３】フォトニックネットワーク構成技術
光ネットワークを構築する上で、有限なネットワークリソースを有効に活用することが重要です。本研究室で
は、波長割当てやノードの配置設計を行うことで、経済的かつ効率的なネットワークを構築する方法について検
討を行っています。最近では、光アクセスネットワークの上り／下りに同一波長の光信号を用いることにより波
長資源の有効活用を図る研究を推進しています。
【４】多機能光ファイバ
人口減少に伴う人手不足を補うために、インフラの保守などを目的としたセンシング技術の導入が喫緊の課題と
なっています。光ファイバはその長尺性を活かした分布型のセンシングデバイスとしての活用が期待されています。
本研究室では、情報伝送とセンシングを同時に行うことができる多機能ファイバに関する研究を行っています。
【５】パラメトリックスピーカの応用
周波数のわずかに異なる超音波のうなりから非常に鋭いビーム状の音場を生成するパラメトリックスピーカは、
音場の空間分割利用などへの応用が期待されています。本研究室では、非線形性の応用に関する研究分野を光から
音場にも広げ、ノイズ低減、多言語テレビ視聴などのパラメトリックスピーカの応用に関する研究を行っています。
昭和 62 年 4 月に通信工学第一講座に卒研生として配属していただいて以来、丸田は前述の研究室の変遷の中
に身を置かせていただいており、多くの先生方にご指導いただき、数多の澪電会会員の皆様と楽しい学園生活を
過ごしてまいりました。皆様方にあらためて感謝申し上げると共に、優秀な卒業生を社会に送り出すべく研究室
スタッフ一同いっそう奮闘努力いたします。今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻のほどお願い申しあげます。

教授　丸田　章博

工学研究科
電気電子情報工学専攻
情報通信工学部門

通信ネットワーク工学講座
フォトニックネットワーク工学領域
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新研究室紹介

2018 年 4 月 1 日に大阪大学レーザー科学研究所の教授に着任いたしました河
仲準二と申します。電気通信大学レーザー極限技術研究センター（現レーザー新
世代研究センター）においてレーザー冷却された中性原子の原子間衝突に関する
研究で学位を取得しました。その後、宮崎大学、日本原子力研究所（現量子科学
技術研究開発機構）、大阪大学において種々のレーザーの研究開発とその応用研
究に注力してきました。現在、ハイパワーレーザーを中心に、超高強度フェムト
秒レーザー、中赤外ファイバーレーザーの研究とその利用研究を行なっています。
ハイパワーレーザーはこれまで主に基礎科学研究に大きな寄与をしてきまし
た。これらの成果により、最近では、レーザー加工・改質、光センシング、医療診断・
治療、新物質・材料創成、社会インフラ非破壊検査、レーザーエネルギー伝送・
給電など、製造、医療、土木、建築、運輸、エネルギー等の幅広い基幹産業分野
における次世代の基盤技術として期待されています。これまで大阪大学レーザー
科学研究所では激光XII 号や LFEXレーザーのような 10 kJ 超級の大出力レー
ザーを開発してきましたが、ショットレートは数時間に１ショットであり極めて
低く産業利用には程遠いものです。世界に先駆けて最先端の基礎科学研究をリー
ドし、また、上述の新しい基幹産業を実現するためには高パルスエネルギーに加
えて高い繰り返し動作を実現する次世代パワーレーザーが必要です。加えてメン
テナンスフリーで誰もが使える装置にすることが重要です。利用者が必要な条件
を入力するだけで瞬時に所望のレーザーを供給できる、さらには、利用者がやり
たいことを言えばレーザーがパラメータ設定をして作業までやってくれることも
将来は要求されるでしょう。メンテナンスも自動化する。例えば損傷した光学系
は自動交換され、損傷した光学系は自動修復された後、ストックされ再利用され
る、このようなシステムを構築することが必要です。最近、半導体レーザーや光
ファイバー、機能光学素子、ビーム結合技術などのレーザー基盤技術の進歩は著
しく、さらにAI や IoT に代表される ICT 技術によるサイバーフィジカルシス
テムの恩恵が様々な方面で強く認識されるようになりました。私の研究室では他
の研究室や企業の皆様のお力添えを得て、これらの最新の技術を発展、統合させ
たシステムを構築しようとしています。平成 29 年度より JSTの未来社会創造事
業の大規模プロジェクト型事業に参画することになり、医療・産業用途を見越し
た小型の先進パワーレーザーの開発を行なっています。現在、10 J, 100 Hz の高
繰り返しレーザー増幅の高安定動作を検証しているところです。次のステップで
小型化と並行して ICT技術の導入による波面やポインティングの自動制御を試
みる予定です。次世代パワーレーザーはこれまでの大型装置のような限られた対
象者のみが使用するようなものではなく、様々な応用に対して多くのユーザーが
利用できるスマートなパワーレーザーシステムにすべきと考えています。このた
めには、従来能力をはるかに凌駕する平均出力を持つ高パルスエネルギーレー
ザー技術と最先端の ICT技術を融合したスマートパワーレーザーを実現するこ
とが不可欠でその研究に少しずつですが取り組もうとしています。どのような
レーザー技術が利用できるのか、また、利用を含めたプラットフォームを実現す
るためにはどのような技術課題が必要でその解決方法を具現化できるのか、どの
ような ICT技術をどのように入れ込むのかなど、フォーラム活動や技術ワーキ
ングを立ち上げ議論を始めました。これらの技術は次世代パワーレーザーの実
現・高度化を促進するとともに、スピンオフとして将来の高度な産業用レーザー
プラットフォームに必須の技術としてレーザー関連分野の活性化を促すものと期
待しています。この未知の分野への挑戦には、他分野にわたって豊かな経験と深
い知見、そして高い先見性が必要であり、企業と研究機関の皆様のお力添えが不
可欠です。電気系の先生方とご議論できることを楽しみにしております。電気系、
さらには大阪大学の発展にいっそう貢献できるよう努めますのでご指導、ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げます。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
電子工学部門
（協力講座）

超高強度光学研究領域

教授　河仲　準二
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新研究室紹介

2018 年 4 月にレーザー科学研究所に教授として着任いたしました山本和久と
申します。私自身は、松下電器産業株式会社（現パナソニック）にて非線形光学
効果を利用した波長変換とレーザー応用研究を行い、2009 年より大阪大学光科
学センターにてレーザーのディスプレイ・照明への応用研究を行って来ました。
2019 年 2 月現在の研究室のメンバーは藤岡加奈准教授、余語覚文准教授、石野
正人特任教授、實野孝久特任教授、高森晃特任教授、西村博明特任教授、金美善
特任講師、MIRFAYZI SEYED REZA特任助教、越智圭三特任研究員、藤寛特
任研究員、吉田國雄特任研究員、田中のぞみ特別研究員、辰巳ふみ特任事務職員、
黒田協子事務補佐員に加えて、学生 12 名が配属されております。
21 世紀はレーザーの時代と言われて来ましたが、ここに来て研究だけでなく
産業展開が大きく広がっています。当研究室では、レーザーによる宇宙現象解明
から、インフラ診断応用、レーザー照明（先進ヘッドライト）、ロボットや自動
運転用 LiDARなどの応用研究まで幅広く行っています。また要素技術として先
進レーザーの基盤となる新規レーザー材料や非線形光学結晶開発も行っており、
3つのグループにて研究を進めています。
ニュークリアフォトニクスグループ（担当：余語准教授）では、阪大の誇る世
界最高出力のレーザー施設 LFEXを用いて、研究を展開しています。高出力の
レーザーを物質に集中させることで、中性子と呼ばれる粒子を発生することがで
き、これまでに、1センチ以下のコンパクトな中性子発生源を開発することに成
功しています。原子炉などの従来の中性子源に比べて極めて小さく、安全性も高
いので、老朽化したインフラの非破壊検査に応用する研究にも取り組んでいます。
また、高出力レーザーのつくる極限環境は、超新星爆発や中性子星などの宇宙現
象を、実験室において模擬することができます。実験と理論シミュレーションを
通じて、高エネルギ宇宙線の起源の解明や、太古の銀河系で存在し、現在では失
われた元素を復活させるなど、チャレンジングな研究を遂行しています。
レーザー材料工学グループ（担当：藤岡准教授）では、先進レーザーの基盤と
なる新規レーザー材料、非線形光学結晶などの研究開発を行っています。新規レー
ザー材料としては、高平均出力パルスレーザーの性能向上を目指し、希土類元素
を添加したYAG（Y3Al5O12）セラミックスの透明化と接合技術の開発を行って
います。また、この技術を応用し、白色光源、シンチレーターなどの結晶育成が
困難な分解溶融型化合物や高融点材料、ならびにフッ化物レーザー材料の透明セ
ラミック化などに研究を展開しています。さらに、超短パルスレーザー増幅のた
めに、非線形光学結晶を用いた光パラメトリック増幅（OPA）やチャープパル
ス増幅（OPCPA）の広帯域化の研究を行なっています。部分重水素化KDP結
晶の屈折率分散の高精度データベース、重水素化率の最適化、大型結晶の高速育
成にも取り組んでいます。
半導体レーザーシステム工学グループ（担当：山本）では、レーザー応用研究、
主として可視光半導体レーザー応用を企業と連携しながら行っています。具体的
には走査型レーザーによる照明、表示、計測、給電、通信、を一体化する IoTステー
ションの基盤検討および各技術研究、その要素技術の展開を図っています。空間
計測（LiDAR）として、可視光走査型レーザーによる 3D計測を行い、物体・人
間検出などをロボット関連企業と共同で行っています。また、高輝度レーザー照
明として、青色半導体レーザーを蛍光体に照射することで高輝度な混合白色光が
得られます。自動車産業の方々と先進ヘッドライトなどへの応用を研究していま
す。さらに、将来の自動運転に向けた注意喚起照明にも取り組んでいます。一方、
高画質レーザーディスプレイとして、走査型レーザープロジェクタの高画質化に
おいて障害となるレーザーのスペックルノイズ（干渉により生じる）の対策、そ
して企業と協力して国際標準化を行っています。
以上の研究を推進し、澪電会の発展にも貢献できるよう努めてまいりますので、

会員の皆様におかれましては、今後ともご指導、ご支援を賜りますよう、お願い
申し上げます。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
電子工学部門
（協力講座）

光・量子放射制御研究領域

教授　山本　和久
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新研究室紹介

平成 31 年 3 月 1 日に工学研究科電気電子情報工学専攻集積エレクトロニクス
講座集積機能システム領域の教授に着任いたしました廣瀬哲也と申します。平成
12 年に電子工学科の谷口研二先生（現名誉教授）の研究室に卒研生として配属さ
れ、半導体集積回路（LSI）関連技術に関する研究を始めました。学部・博士前
期課程ではMOSトランジスタのプロセス技術（シリコン基板中における不純物
原子拡散技術）に関する研究を行っておりましたが、谷口先生にご無理をお願い
し、博士後期課程から半導体集積回路設計に関する研究に取り組みました。そ
の後、平成 16 年から北海道大学大学院情報科学研究科で助手・助教として、平
成 20 年から神戸大学大学院工学研究科で講師・准教授として、超低消費電力で
動作する半導体集積回路設計技術の研究開拓活動を推進し、このたび大阪大学に
戻ってまいりました。
本領域は、森田清三先生（現名誉教授）のご担当されておられた原子分子操作
組立領域を引き継ぎ、集積機能システム領域と名称を変えて発足いたしました。
現在は、毎田修助教と教員 2名の体制で、博士後期課程学生１名および学部学生
と、超低消費電力で動作するアナログ集積回路設計技術と超低電圧で動作するデ
ジタル集積回路設計技術、およびそのシステム応用を目指した研究活動を推進し
ています。それでは、取り組んでいる研究内容の一部をご紹介いたします。
近年、様々なセンサ・エッジノードを我々の身の周りに配置し、情報を取得し、
これをビッグデータとして活用する、AI（Artificial intelligence）/ IoT（Internet 
of Things）社会の実現が期待されています。膨大な数のエッジノードの設置が
想定されますので、バッテリレス・メンテナンスフリーで動作する必要がありま
す。このようなシステムの実現に向けた主要技術の一つとして、エネルギーハー
ベスティング技術が注目されています。これは、光、振動、温度差、そして電磁
波といった環境中に存在するエネルギーを電気エネルギーに変換して電源供給を
行う手法です。しかし、エッジノードは小型サイズであるため、発電素子（ハー
ベスタ）から得られる電力は極めて微小な電力になります。また環境に依存して
ハーベスタの発電量が大きく変動するため、高効率な電力制御・管理が必要にな
ります。そこで、ハーベスタの発電電力以下の電力で制御回路を動作させ、パワー
マネジメントすることで、バッテリレス・メンテナンスフリーのエッジノードシ
ステムの構築ができると考えて研究を展開しています。
この実現のために、超低消費電力で動作するアナログ集積回路技術や超低電圧
で動作するデジタル集積回路技術の開拓が必要になります。我々の研究グループ
では、MOSトランジスタのサブスレッショルド領域動作（トランジスタのしき
い値電圧以下の動作領域）を利用することで超低消費電力かつ低電圧で動作する
集積回路技術の開拓研究を行っています。従来からサブスレッショルド領域を利
用することで超低消費電力動作を実現できると注目されてきましたが、LSI のプ
ロセスばらつきや動作温度の変化によって、電流特性が指数関数的に変化し、実
用化されてきませんでした。我々の研究グループでは、これらの課題を解決し、
また緩和する LSI 設計技術を開拓しています。特に、アナログ信号処理に必要
な参照電圧源や、アナログ要素回路のバイアス電流を生成する電流源回路の構築
に成功しています。ナノアンペアオーダーの微小電流で安定に動作できるため、
マイクロワット以下のアナログ回路システムの構築が可能になります。また、熱
電変換素子などのハーベスタの出力電圧は微小温度差環境での発電電圧が極めて
低いことが知られています。このため、極めて低い電圧で動作する回路設計技術
が必要になります。現在、50mV以下でのデジタル回路動作や低電圧を高電圧に
変換するレベル変換回路などの要素回路技術に成功しています。超低消費電力で
動作するアナログ・デジタル要素回路ファミリの拡大を図りながら、エッジノー
ドコンピューティング体系の確立を目指して研究活動を行っています。
これらの集積エレクトロニクス分野における研究・教育活動を通して、大阪大
学、電気系、そして澪電会の発展に貢献できるよう努めてまいります。会員の皆
様には、ご指導、ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
電子工学部門

集積エレクトロニクス講座
集積機能システム領域

教授　廣瀬　哲也
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教員紹介

2018 年 4 月にインテリジェントシステム領域（高井研究室）に赴任しました
畑中健志と申します。出身は岡山県ですが、中高は姫路、大学は京都と主に関西
で学生時代を過ごしてきました。就職後は 10 余年一貫して東京工業大学にお世
話になり、非常に恵まれた環境で研究・教育に取り組んできました。しかしなが
ら、単一の職場にカスタマイズされた経歴は効率の面では最適である一方、変化
に対して脆弱であるという弱点を生みます。そこで自身の視野を広げるため ( 実
際には元々持っている「色んなところに住んでみたい」という邪な思いもあって )、
娘の若干の反対を振り切って六大学人材交流制度に応募し、運良く採用され、現
在に至ります。学生時代は情報学、東工大では機械の専攻に所属してきましたが、
本学の電気電子でついに 3つ目の discipline に触れる機会を得ました。
研究については、長くシステム制御を背景としたロボティクス、特に複数のロ
ボットや人間を協調させるネットワーク化ロボティクスの研究に従事してきまし
たが、3年前に自身の研究室を構える際にこれを一旦リセットし、現在はエネル
ギー管理や交通システムを対象とした分散協調型サイバーフィジカルシステム設
計論の構築やキャンパス EMSおよび交通シミュレータの開発に取り組んでいま
す。研究を進める上で最近強く感じるのは、多様な背景をもつ方々との共同の重
要性です。もちろん単一の分野に閉じこもっても論文は書けるでしょうし、運が

よければ栄えある賞を受賞するようなこともあるでしょう。しかし、それでは社会にインパクトを与えることは
難しいということを過去10年間で学んできたように思います。そんな折、運良く異分野連携を前提とするプロジェ
クトや産学官および異分野連携の進化を目的としたコンソーシアムに参画させて頂く機会を得ました。このよう
な機会を通じて、また本学で得た人脈を最大限に活かしつつ、異分野・異業種の方々にも信頼され、連携プロジェ
クトを成功に導けるように自分自身を高めていければと考えています。
本報が発行される頃には私の滞在期間は一年を切っていることと思いますが、在籍中はもちろんのこと、本学
を離れた後も様々な形で協力させていただけますよう何卒よろしくお願い致します。

電気工学部門
システム・制御工学講座

インテリジェントシステム領域

准教授　畑中　健志

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。
さて、澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ平成
31 年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、速やかにご連絡いただきますようお
願い申し上げます（澪電会ホームページからご連絡いただけます）。
会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加え、
平成 24 年からはインターネットからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、ぜひ
ご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。自動振込の銀行口座を変更ご
希望の場合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書を
ご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（平成 31 年度会費の場合、学部卒業が昭和 41 年以前の会員）

の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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卒業生の近況

矢部　　元（通信・平成 25 年）
私は 2013 年 3 月に鷲尾研究室（知能推論研究分野）を卒業し、同年 4月に近畿日本鉄道株式会社へ入社しました。
最初の 2年間は電路関係の部門へ配属され、現業職場にて電線路関係の保守・点検業務や、連続立体交差化工事を担当
していました。その後変電部門へ異動となり 1年半変電関係の保守・点検業務や変電所統合工事を経験し、現在は総合
企画本部　総合研究所にて新技術の鉄道への導入検討に携わっております。
総合企画本部は 10 年、20 年先も安定して鉄道経営できるよう、鉄道事業の将来を見据え時代の変化に対応できる構

造改革を推進する部署として 2016 年 11 月に設立された部署です。その中でも総合研究所は鉄道技術に限らず、AI や
IoT 等の先進技術や人間の行動に関する分野も含む総合的な分野に関しても研究を行っております。また、鉄道以外の
近鉄グループの課題解決も対象としており、他の機関とコラボして研究を進める部署として位置付けられています。総
合研究所が取り組んでいるテーマとしては、車両の編成や車種の多さにより一般に導入されているホーム柵では対応で
きない駅に対応できるホーム柵の開発や、鉄道における運転士、車掌の負担軽減を目的に、将来的には運転士、車掌を
必要としない自動運転が可能な仕組みについての検討、ロボットやAI、画像処理などの技術をうまく活用した将来の
駅の検討、お客様のニーズにあったサービスの検討や鉄道の安全性の向上や効率的な保守を実現するため、近鉄グルー
プ内で保有する営業、施設などのあらゆるビッグデータを有効利用するための検討等があります。
電気系での入社ではありますが、現在では鉄道電気部門だけでなく幅広い分野に対して関わることができ、大変な面も
ありますが常に新しいことにチャレンジできる貴重な経験をさせてもらいやりがいのある日々を送らせていただいてます。
将来的にも安定的でより便利な鉄道サービスを提供できるよう今後も業務に取り組んでいきたいと思います。
 （近畿日本鉄道株式会社）

首藤　浩文（電子・平成 17 年）
私は、平成 21 年 3 月に量子電子デバイス工学部門 片山研究室にて博士を取得し、東芝に就職しました。博士課程の
テーマは「イオン散乱分光」だったのですが、東芝では「ハードディスクドライブ（HDD）向けの磁性デバイスの研究」
をすることになり、大きく研究分野が変わりました。大学時代は、磁性は難しくて勉強を避けていたのもあり、当初は
非常に苦労し、いまも非常に苦労していますが、新しい研究に取り組むいい機会となりました。その中で、分野は変わっ
ても大学で学んだ基礎知識や研究に対する考え方がとても役に立つことを感じています。入社 2年目の 2011 年度から
2017 年度にわたっては、文科省のプロジェクトで産業総合研究所・東北大学と共同研究を行い、多くの大学・研究機
関の研究者と知り合うことができました。研究者同士のつながりは非常にありがたく、困ったことがあるときなどいろ
いろなことを教えていただいています。
HDDの研究は非常にやりがいのある仕事です。IBMが 1956 年に世界初のHDDを開発したときの記録密度（1 inch2

の面積の磁気記録メディアどれだけのデータを記録できるか）は 2 kbit/inch2 でしたが、現在では 1 Tbit/inch2 に上昇
しました。キロ⇒メガ⇒ギガ⇒テラと接頭語が 4つ変わり、およそ 109 倍に記録密度が増大しています。単純に正方
形で考えると 1 Tbit/inch2 は 1 つのデータが 25 nm× 25 nmの面積に記録されていることに対応します。このような
HDDの進展を支えてきた技術には日本発のもが多いです。一例としましては、現在すべてのHDDに搭載されている「ト
ンネル磁気抵抗効果素子」・「垂直磁気記録方式」の開発には日本の研究者が大きな貢献をしました。
ノート PCなどではHDDから SSDへの置き換えが進み、皆様の目に触れる機会が減っているため、HDDというと
過去の技術のように思われてしまいがちです。最新のHDDは 1台当たり 16 TB の容量がありますが、そんなに誰も使
わない、1 TB もあればもう十分という意見をよく聞きます。しかし、データセンターなど非常に大きなデータを扱う
ところではHDDが主流であり、全世界のデータの大部分がHDDに保存されています。これから ITの社会基盤化が
ますます進み、安全で快適な豊かな社会の実現のために、膨大なデータを保存し、解析する技術が果たす役割が大きく
なります。後者の解析技術に関しては、AI・深層学習などが注目されていますが、同様に解析を支えているデータを
保存する技術も必須であり、HDDには更なる記録密度の向上が求められています。このような社会の要請にこたえる
べく、今後も研究に邁進していきます。

（株式会社東芝 研究開発センター）
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梅田　時由（電子・平成 13 年）
吉野研究室及び尾﨑研究室（電子工学専攻）にて有機薄膜太陽電池の研究により博士後期課程を 2006 年に修了し、
NHK放送技術研究所にて博士研究員（ポスドク）としてフレキシブルディスプレイ用の有機薄膜トランジスタの研究開
発を経て、シャープ株式会社に入社し、現在は有機ELディスプレイの開発に携わっています。
シャープは 90年代以降、液晶表示方式のフラットパネルディスプレイの普及の中心を担ってきましたが、私は個人的
にその先には有機EL方式のフレキシブルディスプレイが必要になると考え入社しました。ところが、シャープでは以
前から有機ELディスプレイの研究開発は進められていましたが、私が入社した 2008 年当時も液晶ディスプレイがやは
り中心で、更にはリーマンショックと円高による経営状態の悪化などもあり、有機ELへの大型投資が行われることは
ありませんでした。このような状況はシャープだけでなく日本の電機メーカー全体が同じ状況であったと言えます。し
かし、2016 年になると環境は一変し、シャープ経営陣の交代、韓国ディスプレイメーカーによる量産、および大手スマー
トフォンメーカーが有機ELディスプレイの採用へ舵を切ったことから、シャープでもついに量産投資が決定されました。
しかも短期間での生産の垂直立上げが必要でした。
私は有機ELディスプレイの効率・寿命・色・視野角などの性能を満足するため、発光素子となる有機ELデバイスに
使用する十数種類もの有機EL材料やそのスタック構造を担当しました。また、生産装置の立上げと同時に様々な生産
工程の課題解決を行いました。設計、バックプレーン、検査、実装、品質といった様々な生産工程を各部門が連携して
クリアすることで、2018 年末に、有機ELディスプレイを搭載したスマートフォン“AQUOS zero”を販売するに至り
ました。この有機ELディスプレイは軽く薄くフレキシブルであることを利用し、パネル平面が緩やかにカーブしたラ
ウンドフォルムが採用されています。
現在は初期段階のフレキシブル（カーブド）が主流ですが、スマートフォンのように最先端技術が次々と要求される
電子機器には、今の技術で“もう十分”、“これで終わり”といったことはなく、常により高性能でより新しい形が求め
られます。今後、ベンダブル、フォールダブル、ローラブルといったより高度なフレキシブルディスプレイが当たり前
の様に使われる社会が実現できるように開発していきたいと思います。
 （シャープ株式会社）

宗近　裕樹（電気・平成 21 年）
私は平成 21年 3月に舟木研究室（電子情報工学科、パワーシステム領域）で学士課程を修了し、同年 4月に株式会社
ダイヘンに入社いたしました。舟木研究室ではDC-DCコンバータのスイッチング動作に関する研究をしておりました。
弊社は産業用機器製造業で、電力機器、溶接機器、半導体製造用電源などの製品を製造しています。私は現在、弊社
の技術開発本部にて産業用パワーコンディショナ単体の開発業務やパワーコンディショナや蓄電池設備を含めたパッ
ケージ製品の開発業務に携わっております。
まず入社後は弊社の各部署で研修を行い、弊社が取り扱っている機器の基本的な知識を習得しました。研修後に分散
電源システム事業部（現 技術開発本部EMS開発部）に配属になり、パワーコンディショナの制御機能の開発や製品に
近い試作機を用いた評価を行っておりました。パワーコンディショナは太陽光パネルでできた直流電力を交流電力に変
換して系統に送電する装置です。弊社で開発しているパワーコンディショナは 100 kW以上の電力を扱うので、大きな
装置になっており、評価するときにはさらに大きな装置を使用することもあるので、電気系の知識以外にも機械やソフ
トウェアの知識を日々勉強しておりました。試作機の評価については試験の回路構成を検討し、安全に作業できるよう
な環境を構築することが必要とされるので、安全面についての知識も身についていきました。
また、太陽光発電所の現地調整等に立ち会うこともあり、自分が関わった機器で作られた電力が各地で使用されてい
ることを実感し、自分の業務にやりがいを感じることができました。
技術開発本部に配属になってからは上記で述べたようにパワーコンディショナや蓄電池設備を含めたパッケージ製品
の開発業務に携わっております。昨今、電力自由化や非常用設備として蓄電池設備がピックアップされていく中、それ
に対応した製品を開発していくことが重要になってきております。現在、蓄電池設備と急速充電ステーションを一体化
したV2Xシステムを開発しており、パワーコンディショナだけでなく、蓄電池や急速充電器など幅広い分野が関わっ
ているのでまだまだ勉強することがたくさんあることを実感しております。これからも幅広い知識を習得し、より良い
製品を開発できるよう努力していきたいと思います。
 （株式会社ダイヘン）
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学生の声

真木隆太郎（電気電子情報工学専攻　電気工学コース・M1）
私がこの専攻を希望した一番大きなきっかけは、高校 3年生の時に大阪大学いちょう祭での施設・研究室公開でした。
電気系、特にレーザー科学研究所にある世界でも有数の大型レーザー実験施設「激光XII 号」を見学した時に、想像を
はるかに超える巨大さに圧倒されるとともにそのようなスケールの大きなものにぜひ携われたら面白そうだと思ったの
を覚えています。
入学してからは、専門の物理や数学で基礎を勉強するとともに、専門にとらわれずに学んだ一般教養がとても新鮮に
感じました。文理ともにある総合大学で、多様な文化の一端に触れることが出来て良かったと思います。学部の専門の
勉強を通して自分が興味のあるコース・研究室を選んだ結果、現在の研究室で超高圧下の物性の研究をしています。そ
して「激光XII 号」を利用した実験も行いました。高校生の頃に見学したあの場所で実験していることに、何とも言え
ない不思議な縁を感じます。
現在取り組んでいる、誰もやったことのない世界最先端の研究は、今後の人生においてもなかなか経験できない大変
貴重なもので、やりがいを感じながら全力で楽しんでいます。答えが明確にわかるような勉強ではなく、わからないも
のに対して多角的な視点から物事を考えていく過程は、ワクワクするとともにこれまでの人生であまり経験してこな
かったもので良い訓練となっています。与えられた仕事だけをこなす人はAI の進化で淘汰されていくという予想の中
で、これからの時代も求められるであろう、考える力が向上していると感じます。そして、研究室生活で想像以上に多
くの人との関わりをもち、議論やプレゼンテーションに必要なスキルが身についてきている実感があります。
また高校生の時とは逆に、研究室公開で紹介する立場となったのも良い経験となっています。中高校生から一般の方
まで大勢の人が来場され、相手がどの程度の知識を持っているかを確かめながら興味を持ってもらえるように話すこと
は思っていたよりも難しく感じました。その中でも、「面白そう」と関心を持ってもらえた時には、やはり嬉しい気持
ちになりました。
最後に大学生活を振り返ると、大変貴重な勉学・研究の場が与えられ、良い出会いに恵まれながら、多くの人に助け
られてきました。ここに感謝申し上げます。残り 1年の大学生活を有意義に過ごし、自分の強みを磨くとともに、少し
でも周りを助けられるような人材になれるよう精進していく所存です。

渡瀬　裕紀（電子情報工学科　通信工学クラス・B4）
私は、大学の数ある講義の中で光通信の講義に興味を持ちました。海外の国々と長距離通信を行うために、光ケーブ
ルが海底に敷設されているのを知り、光通信技術って一体どんなものだろうかと疑問に思い、研究室でも光通信の勉強
をしたいと考えるようになりました。
研究室に配属されてからは、光ファイバ中を伝搬する光波の振る舞いや光の変復調方式などの勉強をさせて頂きまし
た。通信の勉強をしていく中で、実世界で最速の光に“0”，“1”のビット情報を与え、自由自在に通信している現実に
たいへん魅力を感じました。また、通信技術を考える人や装置を作る人がいて、私たちの生活はかつてないほど便利な
ものになっているのだと改めて実感いたしました。やがて、基礎の勉強が終わると、卒業研究のテーマが与えられ、知
識欲や探究心のそれほどない私が研究できるのだろうかと不安に感じながらも、自分にとっての初めての研究が始まり
ました。研究に取り組む上で、終始わからないことばかりで悪戦苦闘の毎日でした。参考にするといいよと、先輩や先
生から渡される論文は英語で書かれているものばかり、日本語で書かれているものも自分の知らない専門単語ばかりで、
なかなか内容が頭に入ってきませんでした。しかし、先生方や先輩方の助けがあって、徐々に内容の理解を深めていく
ことができました。卒論発表のときは、人前で話すのが苦手な私でしたが、研究の成果、事実だけを話せばよかったの
で、少し気を楽にして臨むことができました。発表の終わった今、研究していた頃を振り返ってみると、理解した内容
量も理解するスピードも全然ダメだなと反省させられます。今後、新しいことに挑戦するときには、高い適応力を意識
して実践したいです。学生生活最後の 3月には、東京で学会発表の機会を頂いております。たいへん貴重な機会を頂い
たので、精一杯頑張りたいと思います。
研究以外でも光ファイバの融着体験をさせて頂いたり、みんなと旅行に行ったり、研究室で料理を振舞ってもらった
りと、いい思い出をたくさん作ることができました。卒業後の 4月から、通信インフラに携わる仕事に就きます。新た
な職場では、大学生活で培った全てを活かしたいです。
最後に、私に指導して頂いた先生方や支えて下さった方々に感謝を申し上げたいと思います。
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丸橋　　優（電気電子情報工学専攻　電子工学コース・M2）
学部時代、私は他大学に所属していましたが、研究内容をより理論的に解析し、それを究明していきたいと感じたと
ともに、よりレベルの高い環境で研究活動を行いたいと思ったため、本大学の電子工学コース・森伸也研究室に進学す
ることにしました。そこでモンテカルロ法と呼ばれるシミュレーション技術を用いて、熱電輸送解析を行いました。
当初は研究室の方々の考え方や姿勢等、レベルの差に圧倒されました。そこで自分の能力にコンプレックスを抱き、
本当に本大学の大学院進学は正しかったのだろうか、と何度も思いました。しかし、こんな私でも指導教員や同期など
をはじめとする多くの方々に受け入れてくださり、今では本当に充実した大学院生活を送ることができたと感じていま
す。その中でも特に、議論の進め方やプレゼンテーション能力に関しては、非常に良い経験ができたように思います。
まず、議論の進め方についてですが、私の研究データはシミュレーションによって算出されるものであるため、その
プログラムが間違えているとすべて意味をなさないものになってしまいます。そのため、プログラムの文法的な間違い
は勿論のこと、物理的に考えて起こり得ない結果にならないように修正しないといけません。その際に指導教員が多角
的な着眼点でご指摘、時には思考の転換を提案していただくことによって、議論により一層幅が広がりました。これを
通して、議論の進め方についても非常に勉強になりました。
次に、プレゼンテーション能力についてですが、学部時代は発表に対して一連の流れがなく、その原稿も曖昧で誰にも
伝わっていないような内容になっていました。そのこともあって、研究室全体のミーティングで指導教員のご指導やアド
バイスを頂いていく中で、私一人だけ明らかにその修正の分量が多かったことを今でも鮮明に覚えています。そのため、
できるだけ相手に親切に伝えることができるように工夫しました。特にスライドの原稿を完璧にし、できるだけ多くの発
表練習をしました。その結果として発表に対して企業の方等から褒めていただき、少しだけ自信を持てるようになりました。
来年度から社会人として働くことになりますが、大学院時代に培ったことを活かし、さらなる成長を目指して日々自
分を磨いていきたいと考えています。そして社会に貢献できるような人材となるとともに、今まで自分を一人で扶養し
ていただいた母親に対して孝行できるように今後とも頑張っていきたいと思います。最後に、私にご指導・ご鞭撻頂い
た多くの先生方や研究室の皆様、そしてどんな時でも支えていただいた家族に感謝申し上げます。

原田　俊樹（情報科学研究科　情報システム工学専攻・M1）
私は、現在情報工学システム専攻の中前研究室で画像処理に関する研究に従事しています。まだまだ成果が出せてい
ない段階ではありますが、修士課程に恥じない成果を挙げたいと考えています。
さて、今回このような貴重な機会をいただきましたので、これまでの大学生活を振り返っていきたいと思います。
そもそも私が電子情報工学科に入学した理由は、「電気」と「IT」を身近に感じており、これからの時代に特に欠か

せない分野であると思ったためです。電気はこれからも変わらず私たちのインフラを支え、ITは 5G時代の到来により
さらに情報化社会の発展を促すでしょう。
入学した当初は、授業についていけるのか、自分に研究ができるのかなどとても不安を感じていたのを覚えています。
実際授業を理解することは大変でしたが、情報工学に関連する授業を受講する中で ITに興味を持ち、2年次の進路希
望で情報通信工学科目に進み、その後情報システム工学専攻へ進みました。
趣味がカメラであったことと、画像処理の授業で関心を持ったという 2点の理由から、4年次にマルチメディア工学
専攻の松下研究室に所属して、三次元形状復元に関する研究に従事しました。
4年次は大学院試験があり、試験後から卒業まで半年しか無かったことと、初めて扱う言語でプログラムを構築する
必要があったことから非常に苦労しましたが、先生方や先輩、同級生に助けていただきながら研究に本気で取り組み成
果を挙げることができました。この 1年の経験が自分を成長させてくれたと思っています。
修士課程からは情報システム工学専攻の中前研究室に所属し、顔面神経麻痺患者の後遺症の度合いを画像処理により
定量的にスコアリングする研究に従事しています。学部時代の研究と比べて、研究成果が活かされる対象が明確であり
実際すぐに現場で使っていただける可能性があるためとてもやりがいのある研究ではないかと思います。
修士一年では初めての学会発表を経験させていただきました。発表自体は滞りなく行うことができましたが、質疑応答
で返答に困ってしまうことがあり、自身の理解が不足していることが分かる良い機会になりました。また、修士一年はサポー
トの形で先輩後輩の研究に関わる機会が多い年でもありました。相手の思いを間違いのないように理解して効率的に研究
を行うために、相手と意思疎通を図る意識が強く芽生えました。自身が研究者として大きく成長できた年になったと思い
ます。これまでの2年間の研究生活で技術力や知識を得ることができたのは勿論のこと、人前で発表する機会が多くなり、
発表することへの抵抗が小さくなり、理論的に話す力がついたと思います。これは社会に出ても大事になる力であると就
職活動を通して実感しています。来年には長い学生生活に終止符を打ち、社会人となります。ITを扱う仕事に就く予定で
すので、残り1年の大学生活を全力で過ごし、得られたことを少しでも仕事に活かしていきたいと考えております。
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会員の方々のご活躍

叙勲・褒章・大臣表彰

松本　忠先生
瑞宝中綬章
白川　功先生
瑞宝中綬章
加藤義章先生
瑞宝中綬章

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

尾上孝雄先生
電子情報通信学会 教育功労賞
斗内政吉先生
応用物理学会フェロー
宮地充子先生
情報処理学会 情報規格調査会 2018 年度国際規格開
発賞

尾﨑雅則先生
2018 年度 日本液晶学会賞 論文賞A部門（a分野）
義久智樹先生
2018 年度 電子情報通信学会 通信ソサイエティ 活
動功労賞
斗内政吉先生
International Association of Advanced Materials 
(IAAM) IAAM Medal

森　勇介先生
第 22 回（平成 30 年度）松尾財団宅間宏記念学術賞

舟木　剛先生
日経エレクトロニクス主催 パワー・エレクトロニ
クス・アワード 2018 読者賞

就任（学会の要職等）

伊瀬敏史先生
学校法人奈良学園　理事長

平成 31年 3月電気系卒業者・修了者就職先

システム・制御・電力コース（23 名）
㈱日立ビルシステム
大阪大学大学院（21）
未定（1）

先進電磁エネルギーコース（19 名）
㈱日立製作所
大阪大学大学院（17）
未回答（1）

量子電子デバイスコース（54 名）
㈱小糸製作所
高松市役所

■学部卒業生の進学・就職先

■大学院前期課程修了者

兵役
大阪大学大学院（36）
京都大学大学院
東京大学大学院（3）
未回答（11）

通信工学クラス（24 名）
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ㈱
㈱OCC
㈱平和
富士通㈱
大阪大学大学院（18）
未定（2）

情報システムクラス（39 名）
㈱NSソリューションズ関西
JR四国㈱
Sky ㈱
大阪大学大学院（26）
未回答（10）

電気工学部門（43 名）
㈱アビームコンサルティング
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ㈱
AGC㈱
川崎重工業㈱（2）

関西電力㈱（3）
ギガフォトン㈱
㈱クボタ
サントリーホールディングス㈱
シャープ㈱

日本製鉄㈱（2）
住友電気工業㈱（2）
ダイキン工業㈱（4）
㈱ダイヘン
中国電力㈱
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■大学院後期課程修了者

㈱デンソー
㈱東芝
東芝インフラシステムズ㈱
東芝メモリ㈱
東洋電機製造㈱
トヨタ自動車㈱
㈱豊田自動織機
日本貨物鉄道㈱
浜松ホトニクス㈱
㈱日立製作所（2）
古野電気㈱（2）
本田技研工業㈱
三菱ケミカル㈱
三菱電機㈱（2）
レーザーテック㈱
大阪大学大学院（3）

情報通信工学部門（22 名）
㈱NTTドコモ
NTTコミュニケーションズ㈱
NTTコムウェア㈱
㈱オプテージ
関西電力㈱（2）
㈱クボタ
KDDI ㈱
JFEスチール㈱
㈱シマノ
ダイキンエ業㈱
㈱電通デジタル
トヨタ自動車㈱
西日本電信電話㈱
日本電気㈱
パナソニック㈱
Huawei Technology Co., Ltd.
マイクロンメモリジャパン合同会社
三菱電機㈱（2）
レノボ・ジャパン㈱
防衛省航空自衛隊

電子工学部門（57 名）
旭化成㈱
㈱エヌ・ティ・ティ・データ
NTTデータ通信㈱
オムロン㈱
オリンパス㈱（2）
関西電力㈱
㈱キーエンス
キヤノン㈱（2）
JR 西日本㈱
シスメックス㈱
㈱島津製作所
四国電力㈱
日本製鉄㈱
住友電気工業㈱（2）
ソニー㈱（2）
東京ガス㈱
東芝三菱電機産業システム㈱ 
トヨタ自動車㈱（2）
㈱デンソーテン
西日本高速道路㈱
日本ガイシ㈱
パナソニック㈱（2）
パナソニックセミコンダクターソリューションズ㈱
浜松ホトニクス㈱
㈱日立製作所
ファナック㈱
㈱ベイカレントコンサルティング
本田技研工業㈱
マイクロンメモリジャパン合同会社
三井物産㈱
三菱電機㈱（2）
㈱村田製作所（2）
リコー電子デバイス㈱
ルネサスエレクトロニクス㈱
レバレジーズ㈱
ローム㈱（3）
大阪大学大学院（2）
未回答（9）

情報科学研究科（41 名）
iCAD㈱
アイ・テック阪急阪神㈱
Amazon Web Service Japan ㈱（2）
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ㈱（2）
エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト㈱
NTTデータ先端技術㈱
㈱エヌ・ティ・ティ・データ（2）
㈱NTTドコモ
大阪ガス㈱
キヤノンメディカルシステムズ㈱
㈱島津製作所
㈱ソニー・インタラクティブエンタテインメント
ソフトバンク㈱
㈱デンソー
トヨタ自動車㈱
西日本電信電話㈱（4）
日本アイ・ビー・エム㈱
㈱日立製作所（2）
富士通㈱
フューチャーアーキテクト㈱
三菱電機㈱
ヤフー㈱（3）
LINE㈱
㈱ワークスアプリケーションズ
YKK㈱
大阪大学大学院（2）
未回答（5）

電気工学部門（2名）
住友電気工業㈱
大阪大学

電子工学部門（1名）
日本放送協会

情報通信工学部門（5名）
KDDI ㈱
日本アイ・ビー・エム㈱
Huawei Technology Co., Ltd.
大阪大学
和歌山大学

情報科学研究科（8名）
グーグルクラウドジャパン合同会社
日本電信電話㈱
矢崎総業㈱
ヤフー㈱
奈良先端科学技術大学院大学
広島市立大学
未回答（2）

注意： 会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成 31 年 2 月末まで）に回答
の得られたものを（順不同で）記載しました。
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教室情報

平成31年度電気電子情報工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報工学専攻長 森　　伸也　教授
電気工学部門長 上田　良夫　教授
情報通信工学部門長 滝根　哲哉　教授
電子工学部門長 八木　哲也　教授
電気工学コース長 蔵満　康浩　教授
システム・制御・電力工学コース長 舟木　　剛　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授
電子工学、量子電子デバイス工学コース長 森　　勇介　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 三瓶　政一　教授
電気電子工学科目長 片山　竜二　教授
システム・制御・電力コース長 舟木　　剛　教授
先進電磁エネルギーコース長 蔵満　康浩　教授
量子電子デバイスコース長 片山　竜二　教授
情報通信工学科目長 渡辺　　尚　教授
情報通信工学コース長 渡辺　　尚　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 丸田　章博　教授
電気電子情報工学専攻
電気工学コース 舟木　　剛　教授
情報通信工学コース 丸田　章博　教授
電子工学コース 片山　光浩　教授
電子情報工学科
システム・制御・電力コース 舟木　　剛　教授
先進電磁エネルギーコース 舟木　　剛　教授
量子電子デバイスコース 片山　光浩　教授
通信工学クラス 丸田　章博　教授
情報システム工学クラス 松下　康之　教授

電気系人事（平成30年 4月 2日～平成31年 4月 1日）
木村　達明 講　師 平成 30 年 08 月 01 日 採　用
久野　大介 助　教 平成 30 年 10 月 01 日 採　用
三浦　友史 准教授 平成 30 年 12 月 31 日 退　職
 （長岡技術科学大学へ）
廣瀬　哲也 教　授 平成 31 年 03 月 01 日 採　用
中前　幸治 教　授 平成 31 年 03 月 31 日 定年退職
鎌倉　良成 准教授 平成 31 年 03 月 31 日 退　職
 （大阪工業大学へ）
衣斐　信介 准教授 平成 31 年 03 月 31 日 退　職
 （同志社大学へ）
河内　亮周 准教授 平成 31 年 03 月 31 日 退　職
 （三重大学へ）
河原　吉伸 准教授 平成 31 年 03 月 31 日 退　職
 （九州大学へ）
菅野　裕介 准教授 平成 31 年 03 月 31 日 退　職
 （東京大学へ）
古崎　晃司 准教授 平成 31 年 3 月 31 日 退　職

 （大阪電気通信大学へ）
久保　　等 助　教 平成 31 年 03 月 31 日 定年退職
谷川　智之 准教授　平成 31 年 04 月 01 日 採　用
藤橋　卓也 助　教 平成 31 年 04 月 01 日 採　用
高橋　拓海 助　教 平成 31 年 04 月 01 日 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成 30年度）
・パワーエレクトロニクス理論
 伊瀬　敏史（電気・昭 55）
 学校法人奈良学園 理事長
・電機システム制御
 伊瀬　敏史（電気・昭 55）
 学校法人奈良学園 理事長
 平瀬　祐子（電気・平 28 博）
 川重テクノロジー株式会社 システム開発事業部
 機電システム部 第一課 主事
・電力工学Ⅰ
 堀田　沙織（電気・平 19）
 関西電力株式会社 火力事業本部 火力開発部門
 開発技術グループ
・産業社会と工学倫理
 小島　康弘（電気・昭 63）
 三菱電機株式会社 電力システム製作所
 電力 ICT技術部
 ICT企画課 課長
 木村　秀夫（電気・昭 62）
 西日本旅客鉄道株式会社 鉄道本部
 電気部 電気技術室長
 松岡　秀浩（通信・平 6）
 株式会社東芝 技術・生産統括部 技術企画室 参事
 木村　浩三（情報・平 10 博）
 パナソニック株式会社 アプライアンス社 技術本部
 総括担当主幹
・電気工学特別講義
 蓑毛正一郎（電子・昭 60）
 株式会社 ダイヘン 取締役 常務執行役員
 技術開発本部長
・プラズマフォトニクス
 藤田　雅之（電気・昭 58）
 ゼータフォトン株式会社 技術顧問
・電気絶縁工学
 牛尾　知雄（電気・平 5）
 首都大学東京 システムデザイン学部 教授
・情報通信工学特別講義
 安部田貞行（通信・平 5）
 株式会社NTTドコモ 無線アクセス開発部 担当部長
 宮崎　　滋（通信・昭 62）
 関西電力株式会社 ＩＴ戦略室 チーフマネジャー
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澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援を賜り
まして、厚くお礼を申し上げます。
さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、適宜
必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45 年から大正 2年頃に結成されて（第 1回会報　山口次郎「澪
電会小史」より）以来、今や約 1万名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業祝賀謝恩会、見学会、新入生
歓迎会、講演会そして支部活動と活発に活動しております。しかし、残念ながら運営の基盤となる会費納入不振のため、
財政が極めて厳しい状況になっております。このような状況のもと、澪電会では、会の趣旨に賛同し、その運営を援助
することを目的とする賛助会員（会費年額 50,000 円／一口以上）を企業の方を対象に募集しています。なお、下記の
特典に記した通り、ご賛同の企業さまには、賛助会員企業（サポート企業）であることを澪電会会員に活動を通じて周
知いたします（本会から発信する会報等には、サポート企業名とそのキャッチフレーズを掲載）。また卒業生と在校生
の交流会等のイベントにも、優先してご参加のお声掛けをいたします。
大変恐縮ではございますが、どうぞこの主旨をご賢察の上、澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれましては、
この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

【会費】　年額 50,000 円／一口以上
※一年間は会費お支払い日の翌年度（4月から 3月）です。
会費は前年度中にお支払いいただきます。ご入会年度は無料で下記の（3）以外の特典が受けられます。
【賛助会員企業の特典】
（1）　会員名簿における企業広告（A4判 1ページ）の掲載（名簿発行年に限る）
（2）　会員名簿における賛助会員としての企業名の記載（名簿発行年に限る）
（3）　卒業生と在校生の交流会にて企業紹介
（4）　卒業祝賀謝恩会受付、総会受付、卒業生講演会会場にて企業名を掲示
（5）　電子版会報REIDENにおける広告掲載（年 1回の発行）
ご賛同していただける場合には、下記の澪電会事務局までお知らせください。

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

申込用紙を電子メールにてご送付させていただきます。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。

JFEスチール株式会社　　　http://www.jfe-steel.co.jp/
「JFE グループは、常に世界最高の技術をもって社会に貢献します。挑戦。柔軟。誠実。」

株式会社ダイヘン　　　http://www.daihen.co.jp/
「2019 年で創業 100 年。
電力供給から金属加工、半導体製造分野まで、社会のニーズに応える先進のものづくりで、
ダイヘンは昔も今も、そしてこれからも社会の発展に貢献し続けます。」

株式会社デンソー　　　https://www.denso.com/jp/ja/
「より良い未来を次世代へ」

日本製鉄株式会社　　　https://www.nipponsteel.com/internship/
「世界の当たり前をつくる。」

富士通株式会社　　　http://www.fujitsu.com/jp/
「富士通は世界中のお客様とともに、ICTの力で、より豊かな未来の創造に挑戦し続けます。」

匿名企業　1 社
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澪電会役員

会　長
村上　孝三（子 46） 大阪学院大学

副会長
山田　隆持（通 46） ㈱ NTTドコモ
厚海　俊明（子 48） 厚海技術士事務所
仁木　秀明（気 51） 福井大学
中前　幸治（子 52） 阪大・情報科学研究科
三谷　康範（気 56） 九州工業大学
高見　佳宏（気 59） 中国計器工業㈱
綿森　道夫（子 60） 高知工科大学
平田　晃正（通平 8） 名古屋工業大学

幹　事
山元　正人（気 53） 日本電気㈱
渡辺　　尚（通 57） 阪大・情報科学研究科
高木　　洋（通 58） ㈱日立システムズ
 ネットワークス
丸田　章博（通 63） 阪大・工・電電情・通
西口　芳明（気平元） 三菱電機㈱
松岡　俊匡（子平元） 阪大・工・電電情・子
武仲　正彦（気平 2） ㈱富士通研究所
梅原　岳久（通平 2） 西日本旅客鉄道㈱

岡田　洋侍（通平 2） 住友電気工業㈱
鶴田　義範（気平 3） ㈱ダイヘン
舟木　　剛（気平 3） 阪大・工・電電情・気
三浦　克介（子平 4） 阪大・情報科学研究科
宮本　俊幸（子平 4） 阪大・工・電電情・気
渡辺　健司（子平 4） シャープ㈱
高橋　博之（通平 5） 住友電気工業㈱
田川　健二（情平 5） パナソニック㈱
吉村　政志（気平 6） 阪大・レーザー
高垣　恵孝（通平 6） 関西電力㈱
中村　　哲（情平 6） 西日本電信電話㈱
西島　英記（通平 7） ㈱ドコモ CS 関西
銭谷　孝平（通平 8） 近畿日本鉄道㈱
梶井　博武（子平 8） 阪大・工・電電情・子
寺山　昌弘（通平 13） 関西電力㈱
浪岡　保男（情平 14 博） ㈱東芝
堀川　信之（子平 17） パナソニック㈱
多久島　秀（子平 20） 三菱電機㈱

監　査
原　　隆浩（情平 7） 阪大・情報科学研究科

 （平成 31 年 3月現在）

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 電子工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザー科学研究所

個人情報変更・情報提供のお願い
ご住所・ご勤務先などが変更になられた方は、事務局まで随時ご連絡くださるようお願いいたします。変更
のご連絡は同封いたしました総会の出欠届、平成 30 年 3 月に発行いたしました「澪電会会員名簿」に綴じ込
みの「訂正カード」、または電子メールでも結構です。また、澪電会ホームページ（http://www.reidenkai.jp/）
の「個人情報の修正」からも変更が可能です。会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、
併せて事務局までお知らせください。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。
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同窓会だより

NEOCOMM（新制通信28年卒）平成30年同窓会

日　時：平成 30年 5月 15 日（火）12：00 ～ 15：00
場　所：宝塚市宝塚ホテル内「ソラレス」
出席者：東地区（岩原　塩崎　北條）

西地区（末田　大門　田中　仲井　鍋島　細
馬　森岡）

 以上 10 名

恒例のNEOCOMM同窓会を本年も昨年と同時期に同
場所で開催した。
昨年より会員の一層の高齢化で参加者の減少が懸念さ
れたため、可能な限り消息不明の会員も調査の上現存者
20名全員宛に開催案内を送った。因みに卒業時42名だっ
た同窓者も本年は先立たれた友は 22 名となり誠に寂し
い限りである。
今年度は体調不良や所用のための欠席者を除き、東地
区からは 3名、西から 7名、計 10 名の参加があり、1年
ぶりに旧交を暖め楽しい懇親の集いを持つことができ
た。開会に当り代表幹事から先立たれた友へのご冥福、
体調不良で已むなく欠席された友には早い回癒をそして
出席者全員の健康を祈っての乾杯の挨拶で会が始まり、
時の過ぎるのを忘れて楽しい懇談の時聞を過ごすことが
できた。
会員の高齢化進展に伴う会の継続も懸念されたが、幹
事の努力に期待して来年度も同時期同場所開催での元気
な再会を約束して散会した。
 （幹事　末田・松井・田中）

電気雀・卒業50周年・記念同窓会
（電気工学科昭和42年卒業）

日　時：平成 30年 10 月 10 日～ 11日
場　所：和倉温泉「のと楽」
出席者：（写真後列左から）仲谷、中西、河野、斎藤、

山本、伊与田、土井
 （中列）高橋、佐久間、島木、香川、渡辺
 （前列）佐々木、島田、中川、森本
 以上 16 名

電気工学科卒業 50周年記念同窓会が、平成 30年 10 月
10 日に、能登市和倉温泉のホテル「のと楽」で 18 時か
ら開催されました。大阪から 11名、東京から 4名、九州
から 1名の集合でした。電気雀というのは、電気 42年卒
業生の愛称で、東野田の時代に電気の学生はすべて、会
えばいつも麻雀をしていたことから、同窓会のことを誰
言うともなく電気雀というようになったのであります。
同窓会の世話役をしていただいた土井君の司会のもと
に、まずは中西君に乾杯の音頭を取ってもらい、あとク
ラス委員の佐々木から開催の挨拶があり、お互いの近況
報告をしました。自分の体調や、健康に関する話しがほ
とんどという状況で、同情を交わすばかり。麻雀に徹夜
で頑張ったのも昔の話。気をかえて、カラオケを楽しも
うということになり、各自、昔の得意な歌を披露しあい、
最後には、山本君の音頭で 50 年ぶりに大高寮歌を合唱、
時を忘れ、久しぶりに旧交を温めることができました。
翌日はバスで能登から金沢まで観光をし、4年先の次回
の 55 周年同窓会での再会を約束し、金沢駅で別れを告
げました。
 （文責：クラス委員　佐々木）
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電気昭和 56年学卒、58 年院卒 還暦同窓会

日　時：平成 30 年 9 月 22 日（土）
場　所：大阪市福島区　ホテルニュー松ヶ枝
出席者：24 名（写真左から）
 （後列）中村、岸本、山田、西川、亀井、北出
 （枠内）小澤
 （中列）三谷、田中、杉田、小町、浜中、小倉、
 水谷、錦織、田島、竪山
 （前列）有永、木内、野田、安永、成瀬、松井、
 松村
 （写真なし）翌日のゴルフのみ参加　山口

電気工学科 56 年卒と 58 年院卒で還暦の節目、同窓会
を昨年 9 月 22 日に開催しました。24 名の参加があり、
卒業以来という人は、35 年近くぶりの人もあり、旧交を
温めながら、みなそれぞれお互いの長い間のブランクを
埋め合わせることができた機会となりました。
当日は、北千里駅に集合、街路樹が大きくなった通学
路を楽しみ、昔を思い出しながら、新しくなったセンテ
ラス（旧の大塚食堂）で昼食、その後、電気系の講義棟
などを通り、レーザー研究所を訪問しました。中井光男
先生には休日にも関わらず出勤いただき、研究施設の見
学だけでなく、最近の研究所や研究の最新状況を含め説
明いただきました。先生は我々の一つ上の先輩でレー
ザー研出身のメンバーの中には一緒に研究した人もあ
り、和やかな中、皆にとり有意義な見学となりました。
その後、場所を大阪の野田まで移し、宴会を開催。一言
近況報告の時間を作りましたが、あまりにもブランクが
長いためか、制限時間をほぼ全員守れず、お店からストッ
プがかかるまで、皆の近況を聞いたような状況でした。
次回の幹事（杉田君と田中君）を決め、再会を誓い、お
開きに。遠方へ帰宅するもの、二次会へ行くものにわか
れました。また、翌日は、大阪市内観光コースとゴルフ
コースに分かれ、それぞれに久しぶりの同窓会を楽しみ
ました。
今回多くの方に参加いただきましたが、連絡取れない
人もおり、次回には少しでも多くの方に連絡ができ、2

OUCOM77 還暦記念同窓会
（通信昭和 56年卒）

日　時：平成 30 年 6 月 23 日（土）14：00 ～ 18：30
場　所：大阪大学　吹田キャンパス
出席者：18 名（写真左から）
 （後列）片山、池田、宮部、石黒、増井、前中、

山田、斎藤、足利、中田、津島、宮川、土井
 （前列）北村、廣瀬、水谷、石橋、熊澤

昭和 56 年卒通信工学科の還暦記念同窓会を開催した。
今回は、記念の会ということもあり、懐かしい場所であ
る吹田キャンパスを会場に選んだ。
会は 2部構成で、第一部は電気系研究棟の見学。馬場
口先生、丸田先生と三科先生のご協力を得て、新しくで
きたセンテラスで電気系の現状をブリーフィング頂いた
後、E1棟と E3棟を見学した。懐かしい大講義室や馬場
口研究室では、研究の流れや現状を説明頂き、私語も無く、
質問も飛び交う、学生時代には無かった中身の濃い講義
となった。「しゃべっているのは誰だ !」という故熊谷先
生の叱責の声をもう聞けないのは寂しい限りであった。
第二部は、学内のレストラン「ラ・シェーナ」へ移動
し、懇親会となった。まず、亡くなられた先生方、同級
生、更には直前に発生した大阪北部地震の犠牲者に黙祷
を捧げた。その後、歓談しながら、厳しい時間管理のも
と、学生番号順に 1分 / 人の近況報告を実施。公私にわ
たる爆弾発言や病気話が出て大いに盛り上がった。貸切
となった会場には、終始、笑い声が絶えることなく、2
時間があっという間に過ぎ去った。
今回は、Home Coming 形式故か、海外や関東からの
参加があり、研究棟見学も大好評であった。終了後、40
年前と変わり無く、北千里駅までワイワイ言いながら歩
いて帰ったのは言うまでも無い。
 （文責　土井崇史）

年後に同窓会を開催できればと思っております。では、
皆さん、次回の同窓会で。
 （幹事　安永充宏、野田正信）
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澪電会だより －本部・支部活動報告－

平成30年度 電子情報工学科特別講演会
澪電会入会歓迎会

平成 30 年度で 10 回目となる電子情報工学科特別講演
会、電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会が、いちょ
う祭期間中の 5月 1日（火）に開催されました。
電子情報工学科特別講演会は、15 時～ 16 時半に銀杏
会館阪急電鉄・三和銀行ホールにて開催されました。電
子情報工学科長・三瓶政一教授（現教員）の司会のもと、
電子情報工学科・宮地充子教授（現教員）による「情報
セキュリティが創る新技術 プライバシ保護からブロッ
クチェーンまで」と題する講演が行われ、暗号鍵の原理
を中心としたセキュリティ技術の解説の後、ブロック
チェーンのセキュリティ技術について述べられました。
最後に、ビックデータのプライバシを保護した利活用の
問題点と実例をご紹介いただきました。続いて、京都大
学 大学院情報学研究科 知能情報学専攻・鹿島久嗣教授
より「学習する人工知能～その基本原理、可能性と限界
～」と題する講演が行われました。講演では、人工知能
がどのように「学習」を行っているかを、その基本的な
仕組みからその広がる可能性と限界を正しく理解できる
ようにご説明いただきました。人工知能の成功を支える
コア技術であるコンピュータがデータから自動的に知識
を獲得する機械学習と呼ばれる技術について、クイズも
交えて分かりやすくご紹介いただきました。両講演とも
世間で話題のホットなテーマであり、電子情報工学科 1
年生、教職員他、合計 154 名の聴衆が熱心に講演に耳を
傾けました。
講演会終了後、銀杏会館大会議室において電子情報工
学科入学・澪電会入会歓迎会が開催されました。電子情
報工学科の松下康之教授（現教員）の司会のもと、最初
に村上孝三会長（電子・昭 46）からご挨拶と澪電会の紹
介をいただきました。ご挨拶では澪電会の歴史や名前の
由来等についてご説明後、同窓会組織である澪電会は、
在学中のみならず、卒業後にもいろいろな形でサポート
する組織であることのご紹介をいただきました。その後、
1 年生は大阪大学、電子情報工学科及び澪電会に関する
クイズで盛り上がり、最後に成績優秀グループには入会
特別賞の景品が渡されました。歓迎会の部は 1年生およ
び教職員他合わせて約 110 名とともに楽しいひと時を過
ごしました。
 （梶井博武（電子・平 8）記）

平成 30年澪電会ホームカミング day

澪電会では平成 27 年度から大阪大学いちょう祭期間
中に「澪電会ホームカミング day」を開催しております。
今回が第 3回目となる澪電会ホームカミング day は平成
30 年 5 月 1 日（火）に開催しました。一般参加者数は
19 名となり、盛況な会となりました（昨年は 10 名）。
今回のホームカミング day は、学内役員からの大阪大
学近況報告、学内施設の見学会、巷で話題の最新の研究
トピックや技術動向に関する講演会の 3部構成といたし
ました。まず澪電会役員である吉村政志先生より、電気
系・澪電会・大阪大学の近況についてご報告をいただき
ました。続いて参加者・学内役員でお弁当をとりながら
の懇談会を実施し、近況の交換や澪電会へのご意見を頂
戴しました。その後、見学会として本学いちょう祭施設
見学会にご参加いただき、吹田キャンパス内の各研究室
にて最新の研究成果をご見学いただきました。講演会は、
15 時～ 16 時半に銀杏会館阪急電鉄・三和銀行ホールに
て開催され、通信工学コース・宮地充子教授（現教員）
による「情報セキュリティが創る新技術 プライバシ保
護からブロックチェーンまで」と題する講演および、京
都大学・理化学研究所 革新知能統合研究センター (AIP) 
の鹿島久嗣教授よる「学習する人工知能～その基本原理、
可能性と限界～」と題する講演が行われました。両講演
とも近年話題のホットなトピックであり、参加者の皆様
が熱心に講演に耳を傾けました。
今年度も、引き続きホームカミング day の開催が決定
しておりますので、みなさまお誘いあわせの上ご参加頂
けますと幸いです。詳細は澪電会ホームページの開催案
内を御覧ください。
 （荒瀬由紀（情・平 18）記）

平成 30年度  総会・講演会・懇親会

平成 30 年 6 月 1 日（金）大阪新阪急ホテル「花の間」
にて 125 名の参加者を得て開催されました。総会に先
立って「花の間」にて午後 5時から平成 30 年度澪電会
講演会が原隆浩幹事（情報・平 7）の司会で開催されま
した。今回は、まず中前幸治教授（電子・昭 52）から「計
測技術と高度情報処理の融合」と題して、電子顕微鏡の
歴史を分かりやすく解説後、粒子と波の性質を利用した
ホログラフィー電子顕微鏡の更なる感度向上のための情
報処理技術による雑音低減手法についてご紹介いただき
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ました。続いて学校法人奈良学園理事長 伊瀬敏史大阪
大学名誉教授（電気・昭 55）から「パワーエレクトロニ
クスと超電導・分散形電源による新しい電力システムへ
の挑戦」と題してご講演いただきました。超電導電力貯
蔵装置の特徴と各種用途、品質別電力、直流配電システ
ムのメリットと技術課題、仮想同期発電制御の概要につ
いて長年の研究教育活動を紹介いただき、最後に電力シ
ステムの現状と将来について示されました。
引き続き平成 30 年度澪電会総会が午後 6時半より同
じく「花の間」で行われました。村上孝三会長（電子・
昭 46）の挨拶の後、吉村政志前総務幹事（電気・平 6）
から平成 29 年度事業報告が行われました。名簿発行事
業に関して 6月中に発送が完了する予定であることが報
告され、事業報告が承認されました。また丸田章博前会
計幹事（通信・昭 63）から平成 29 年度会計収支の報告
が行われ、質疑応答を経て承認されました。次に村上会
長から新役員 14 名の指名と承認がなされました。続い
て舟木剛総務幹事（電気・平成 3）の代理として梶井博
武幹事（電子・平 8）から平成 30 年度事業計画案が、ま
た渡辺尚会計幹事（通信・昭 57）から平成 30 年度予算
案の説明が行われ、拍手をもって承認され無事終了しま
した。
懇親会は午後 7時より少し遅れて、会場を「紫の間」
に移して吉村前総務幹事の司会のもとに行われました。
村上会長の挨拶のあと、澪電会元会長の谷口研二大阪大
学名誉教授（電子・昭 46）と阪急電鉄株式会社専務取締
役の野村欣史様（通信・昭 57）からご祝辞を頂戴しまし
た。祝電披露の後、澪電会元会長の白川功大阪大学名誉
教授（電子・昭 38）の音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひ
とときを持ちました。最後に中前副会長のご発声のもと
万歳三唱を行い、盛会裡に散会しました。
 （梶井博武（電子・平 8）記）

平成 30年度  澪電会卒業生講演会

学生と卒業生のリエゾン事業として、卒業を前に澪電
会の存在とその活動を在校生にアピールするため、主に
電子情報工学科の学部 4年生及び研究室早期配属の学部
3 年生を対象として、平成 30 年度卒業生講演会を平成
30 年 11 月 30 日（金）に開催した。本年は、これから大
学院に進学、あるいは社会に出られる学生が将来を考え
る一助となることを期待して、来年度からの大学院にお
ける新コースの「イノベーションデザインコース」につ
いての紹介を含めた特別講演会 2件となった。講演会で
は、卒業生であり、現在企業の研究所・ベンチャー企業
で活躍中の方に、学生生活で学んだことや、それをその
後のキャリアにどう活かされたか、などについて、現在

のご活躍の様子も交えて語ってもらった。
講演会は、16：20 ～ 18：40 頃まで吹田キャンパス電
気系メモリアルホール E1-115 にて開催された。最初に
舟木剛幹事（電気・平 3）が澪電会の活動等に関して説
明を行った。次に尾﨑雅則教授（電気・昭 58）により、「イ
ノベーションデザインコース」で従来のコースと異なり、
何を学ぶのか、また新コースの意義について具体的な説
明がなされ、特にアントレプレナー教育の重要性を強調
された。続いて、三菱電機㈱・先端技術総合研究所の古
橋壮之様（電子・平 14）による「研究開発者に求める能
力」と題する講演が行われた。博士課程での企業との共
同研究例やメーカーにおける研究所の役割等についてわ
かりやすく語っていただくとともに、研究開発者に求め
る能力として「夢を見れるし、現実も見れること」、「人
とモノと自分自身を大切にできること」、「経験を積める
環境にいること」を挙げられ、博士課程に進むことが目
的ではなく、計画的に取得し社会に役立つ能力を得るこ
とが重要であることを強調された。最後に、ITえき塾・
塾長の一階良知様（情報・平 5）による「AI 時代に活躍
するには～大阪大学で得た財産（もの）～」と題する講
演が行われた。ITの専門家としての教育者の立場から、
子供向け・社会人向けの IT教育ビジネスの具体例等に
ついて分かりやすく説明いただき、経験を踏まえて博士
号を取得する意味合いとその意義・利点についてご教示
いただいた。大阪大学で得た財産（もの）として「人の
つながり」、「挑む力」、「専門知識」を挙げて、AI 時代
に活躍するためには予測できない技術の進歩・変化に対
して変化を恐れないこと、また変わらない良さとして人
との関係性の重要性を強調された。電子情報工学科学生
36 名と教員 9名、合計 45 名の聴衆が熱心に講演に耳を
傾けた。講演会終了後、メモリアルホールに隣接する学
生実験室において懇親会が開催され、講演者、教員、学
生が入り混じって賑やかな歓談のひとときを持った。
 （梶井博武（電子・平 8）記）
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平成 30年度  卒業生と在校生の交流会

若い世代の同窓生と現役学生の交流を目的として、第
四回卒業生と在校生の交流会を平成 31 年 3 月 4 日（月）
に開催した。本年度は、主に本会役員の所属企業、賛助
会員企業等にご協力をお願いした結果、昨年度より 4社
多い 27 社より 63 名の方にご参加頂くことができた。ま
た、現役学生は企業のOB・OGを意識し始める電気電
子情報工学専攻および情報科学研究科の修士 1年生を中
心に 89 名の参加者を得た。
交流会に先立ち、電気系メモリアルホール（E1-115）
にて、13：40 から渡辺尚幹事（通信・昭 57）による開
会の挨拶後に、各社の代表の方から 3分間のショートス
ピーチを頂いた。その後、15：30 より各社ごとにセンテ
ラス 1階フロアと 3階フロアに分散して、各社のブース
ごとに 25 分間の計 4回の説明を行っていただき、学生
が様々な企業ブースを訪問する形で卒業生と在校生との
交流会を行った。交流会では、各企業の情報の他、「就
職活動の経験談」や「社会人としての心得」などについ
て、同窓生ならではの視点から学生に情報提供を行って
頂いた。さらに、17：30 よりセンテラス・ファミールに
おいて意見交換会が開催された。丸田章博幹事（通信・
昭 63）の音頭で乾杯し、卒業生と学生が入り混じっての
歓談によって交流はさらに深まった。最後に、渡辺尚幹
事に締めのご挨拶をいただき、盛会裡に散会した。
学生からは「自分の興味のある分野の企業の方だけで
なく、他の分野の企業OBと話すこともでき、今後の就
職や将来展望を考える上で貴重な経験となり、たいへん
有意義であった」などの意見が寄せられた。また、同窓
生からも、「ショートスピーチで全学生へ説明ができ、
その後の交流会で電気系現役学生から多くの質問もあ
り、効率的に話ができてよかった。」などのコメントを
いただき、たいへん好評であった。
最後に、年度末のたいへんお忙しい時期に学生たちの
ために遠路お越し頂いた同窓生の皆様に厚く御礼申し上
げます。
 （梶井博武（電子・平 8）記）

平成 30年度  電気系卒業祝賀・謝恩会

平成 30 年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成 31 年 3 月
25 日（月）の大阪大学学位授与式当日の午後 6時から、
千里阪急ホテル・仙寿の間において開催された。学部卒
業生ならびに大学院修了生の出席者数 208 名（情報通信
工学コース・情報システム工学クラス、大学院情報科学
研究科を除く）、さらにご来賓、電気系教職員、澪電会
役員の方々をあわせて 300 名以上の出席を得た。
式典の部は、舟木剛幹事（電気・平成 3）の司会で進
められた。最初に澪電会会長、大阪大学名誉教授、大阪
学院大学教授の村上孝三先生（電子・昭和 46）から、情
報社会の基盤となる電気・電子・情報通信の専門人材と
して人生を歩んでいくために、羅針盤となるべき先人達
の英知に学ぶことを説いた祝辞を頂いた。次いで大阪大
学名誉教授の北山研一先生（通信・昭和 49）から、早く
から自分の将来像に向かって進み、人生の岐路で決断で
きることの重要性を説いた祝辞を頂戴した。また、住友
電気工業㈱ 常務執行役員の中島成様（電気・昭 59 修）
から、仕事におけるコミュニケーションの重要性や異分
野との融合の必要性を説いた祝辞を頂いた。さらに、電
気系教員代表として電気電子情報工学専攻長の上田良夫
先生から、社会を変えていくようなイノベーションの重
要性と、そのためには“6 つの C”(Curiosity, Courage, 
Challenge, Confidence, Concentration，Continuation) に
加えて、Collaboration, Communication, Conversation が
重要である旨の祝辞を頂戴した。
この後、各支部からの祝電が披露された後、パーティー
の部が松岡俊匡（電子・平成元）の司会で進められた。
まず、澪電会副会長である㈱NTTドコモ シニアアドバ
イザーの山田隆持様（通信・昭和 46）のご発声で乾杯
し、歓談に移った。続いて、大学院の成績優秀者を表彰
する菅田‐Cohen 賞の授賞式が執り行われた。舟木剛
幹事より菅田‐Cohen 賞の趣旨説明が行われ、上田専
攻長より高橋拓海君（情報通信工学コース）、今村弘毅
君（電子工学コース）の 2名に菅田‐Cohen 賞（博士）
が、井上季樹君、田中愛士君（電気工学コース、五十音
順）、米田友花君（情報通信工学コース）、釣優香君、南
部誠明君（電子工学コース、五十音順）の 5名に菅田‐
Cohen 賞（修士）が授与された。さらに、学部の成績優
秀者を表彰する、楠本賞・工学賞を受賞した五十川諒介
君（量子電子デバイスコース）ならびに工学賞を受賞し
た井上雄太君（システム・制御・電力コース /先進電磁
エネルギーコース）、佐藤慎悟君（情報通信工学コース・
通信工学クラス）の 3名に村上会長より受賞祝いの品が
手渡された。その後、平成 29 年度学部卒業生（平成 31
年修士修了生）澪電会クラス委員に就任された佐藤慎悟
君（電気工学コース）、澤田友貴君（電子工学コース）、
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米田友花君（情報通信工学コース）の 3名が紹介され、
村上会長より記念品が手渡された。次いで卒業生を代表
して、電子工学コース博士前期課程の井上季樹君から教
職員および澪電会諸先輩への感謝と将来への決意が述べ
られた。最後に、学校法人奈良学園理事長、大阪大学名
誉教授の伊瀬敏史先生（電気・昭和 55）の音頭で万歳三
唱し、めでたく卒業祝賀・謝恩会はお開きとなった。
ご臨席賜り、祝辞を頂きましたご来賓の方々に厚く御
礼申し上げます。またご多用中にも関わらずご臨席頂き
ました電気系教職員の方々に感謝いたします。さらに受
付業務のお手伝い等をご担当頂きました電気系の事務補
佐員の方々にも感謝申し上げます。
 （松岡俊匡（電子・平成元）記）

平成 30年度  情報科学研究科卒業祝賀・
謝恩会

大学院情報科学研究科の平成 30 年度卒業祝賀・謝恩
会が、平成 31 年 3 月 25 日（月）午後 6時半より、ホテ
ル阪急エキスポパーク星雲の間に於いて開催された。教
職員、学生、合わせて 278 名の参加者があった。情報通
信工学科目・情報システム工学コースの研究室は、大学
院は情報科学研究科所属であり、同コース卒業生の大半
が情報科学研究科へと進学する。このため、同コース卒
業生は、情報科学研究科の卒業祝賀・謝恩会へと出席す
る習わしとなっている。これら学生への支援として、澪
電会より、情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会開催費用の
一部を援助している。
式典の部は、松下康之 卒業祝賀・謝恩会世話人代表の
司会により進行され、始めに尾上孝雄 情報科学研究科
研究科長が祝辞を述べられた。尾上研究科長は、個人の
能力を測る三つのQ、即ち、IQ（Intelligence Quotient、
知能指数）、EQ（Emotional Quotient、心の知能指数）、
CQ（Creativity Quotient、創造性知数）の内、CQを伸
ばすことの重要性を述べられ、卒業生を激励された。続
いて、ご来賓の青木弘之様（NTTデータ先端技術株式
会社 代表取締役社長）ならびに八木康史 大阪大学理事・
副学長、そして情朋会（情報科学研究科同窓会）を代表
して Lu Chen 会長より、それぞれ、ご祝辞を頂戴した。
青木様からは、ITサービス業界の現状と課題を踏まえ、
常に自ら進化・変革するため、日々時間を作って勉強す
ることが大切だと、社会人として心構えをご教示頂いた。
その後、各賞の表彰が行われた。情報科学研究科賞が山
村奎太君（情報基礎数学専攻）、森悠貴君（情報数理学
専攻）、繁木結衣君（コンピュータサイエンス専攻）、金
浩君（情報システム工学専攻）、福島悠太君（情報ネッ
トワーク学専攻）、髙山隼矢君（マルチメディア工学専

攻）、西口大貴君（バイオ情報工学専攻）に、嵩賞が大
歳達也様（大阪大学 大学院情報科学研究科）に、それ
ぞれ、授与された。
祝宴の部は、藤原融 情報科学研究科副研究科長の発
声による乾杯で始まり、しばらく歓談の後、学生と情朋
会の共催により研究室対抗クイズ大会が催された。研究
室の先生と卒業生が一致団結してクイズに取り組み、大
いに盛況なイベントであった。成績上位の研究室には、
豪華な景品が贈られた。最後に、卒業生を代表して、尾
原和也君（博士後期課程マルチメディア工学専攻）、繁
木結衣君（博士前期課程コンピュータサイエンス専攻）、
石崎雅大君（基礎工学部情報科学科）が挨拶し、村田正
幸 情報科学研究科評議員の音頭で万歳三唱して、盛会
の内に会が締め括られた。
ご多用中、ご臨席いただき、ご祝辞を賜りました来賓
の皆様には、厚く御礼申し上げます。また、会を企画・
運営された教員世話人・学生世話人の皆様、受付業務等
をお手伝い頂いた事務補佐員の皆様に感謝申し上げます。
 （三浦克介（電子・平 4）記）

平成 30年度  澪電会東京支部総会報告

2018 年 4 月 27 日（金）、東京都港区のメルパルク東京
にて、毎年恒例の東京支部総会を開催しました。来賓と
して村上孝三澪電会会長、吉村政志澪電会総務幹事、池
田 博昌大阪大学工業会東京支部支部長、ご講演をいた
だいた池田博樹様（株式会社TrexEdge 代表取締役社長
CEO）をお招きし、総勢 135 名の参加を得て、賑やかに
旧友や先輩後輩との再会を楽しみました。
講演会では、池田博樹様より「AI 時代のビジネス創
造と農業働き方カイゼンによる地方創生」と題してご講
演をいただきました。一次産業およびその働き方の改
革は我が国の最重要課題であるという問題意識のもと、
様々なビジネスを立ち上げてこられた池田様のお話は、
具体性に富み、多くの示唆を得られるものでした。「な
ぜ農業なのか？」という質問に対し、「年齢を重ねると、
多くの人が健康と食に気を使うようになる。私も同じ想
いであり農業に向かうのは自然なことである。」という
主旨の回答がなされ、納得感とともにその行動力に感銘
を覚えた聴講者が多かったのか、後日、資料を送ってほ
しいという要望が多く挙がるなど、聴講者の意識や行動
に大きな影響を与える講演でした。
懇親会では、まず、厚海俊明澪電会東京支部長からの
開会宣言があり、続いて村上先生、池田先生よりご挨拶
をいただきました。村上先生からは、多数の参加者が集
まったことへの感謝のお言葉を頂くとともに、本部代表
として東京支部へのお祝いを賜りました。また、池田先
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生からは、阪大ファミリー同士の交流を深めるイベント
であるホームカミングデイなど、大学独自の取り組みが
紹介されました。その後、吉村先生から乾杯のご発声が
あり、その後は皆様による懇談となりました。壇上に上
がっての記念撮影や久しぶりに会う方々の挨拶や笑いな
ど、会場のあちらこちらで歓声が飛び交う賑やかな歓談
となりました。会の中盤では、吉村先生より大阪大学と
澪電会の近況について、スライドを交えてご報告をいた
だきました。終盤には、本年総会幹事会社を代表して鳥
居直哉氏（富士通、現：創価大学教授）からお礼の挨拶
があった後、次回総会幹事会社を代表して後藤喜行氏（パ
ナソニック）と森山隆志氏（日立製作所）から来年に向
けての決意表明と万歳三唱が行われ、盛会のうちに総会
を終了することができました。
 （上野　仁（通信・平 9）記）

平成 30年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部では、平成 30年 10 月 20 日（土）に支
部総会、見学会および懇親会を富山県高岡市で開催しま
した。本部から村上孝三会長及び丸田章博幹事をご来賓
としてお迎えしました。支部からは 15 名の参加があり、
合計 17名での盛会となりました。
当日は、あいの風とやま鉄道高岡駅に集合後、総会会
場の高岡市生涯学習センター会議室に移動しました。総
会は仁木支部長の挨拶から始まり、村上会長にご挨拶い
ただきました。続いて平成 29年度の事業報告と会計決算
報告、平成 30年度の事業計画案等の審議を行い、全会一
致で原案どおり承認されました。その後、丸田幹事から
母校と澪電会本部の近況をご紹介いただきました。
総会後、マイクロバスで移動し、まず「富山県総合デ
ザインセンター」を見学しました。センターには、デザ
イン性、機能性に優れる「富山プロダクツ」として認定
された富山生まれの製品を中心に展示されており、モノ

づくり技術のエッセンスが詰まった某自動車メーカーの
コンセプトカーや、日本で初めて開発されたという某ア
ウトドアブランドの新型ドームテントなどに参加者の注
目が集まっていました。
次に、近隣の「株式会社　能作」に移動し、高岡で
400 年にわたって育まれてきた鋳造技術の作業現場を見
学しました。鋳造とは、溶かした金属を型に流し込み、
冷やして目的の形状にする製造技法のことで、能作では
仏具、茶道具、花器を中心に製造し、近年ではテーブル
ウェアやインテリア雑貨なども手掛けています。見学で
は、砂を固めて型を作る工程、金属を流し込む工程、冷
えて固まった製品の一つ一つをろくろで仕上げる工程の
順に、職人さんが働く場所に実際におじゃまし、金属の
打ち付ける音や大きな機械音、金属のにおいなどを直接
感じることができました。
最後に、高岡の開祖、加賀前田家二代当主の前田利長
の菩提寺「瑞龍寺」に移動しました。限られた時間の中、
ボランティアガイドさんの丁寧な説明をうけながら、国
宝に指定されている山門、仏殿、法堂などを順に見学し、
江戸初期の禅宗寺院建築の素晴らしさを堪能しました。
見学会終了後は JR新高岡駅そばの「富山湾海鮮料理 魚
山人 高岡店」にて懇親会を開催しました。初参加者が多
かったこともあり、参加者による自己紹介と近況報告を行
い、地元の新鮮な食材を使った料理と地酒を味わいながら、
会員相互の親睦を深めました。あっという間にお開きの時
間を迎え、参加者全員が来年度も元気に再開することを約
束して、無事今年度の支部総会を終えました。
 （高橋健一（情報・平 9）記）

平成 30年度  澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、平成 30 年 10 月 27 日（土）、見学会、
支部総会および懇親会を開催しました。ご来賓として澪
電会会長の村上孝三先生（電子・昭和 46）、総務幹事の
舟木剛先生（電気・平成 3）にお出で頂きました。支部
からは片山正昭東海支部長（通信・昭和 56）をはじめ、
昭和 37 年卒から平成 20 年卒までの 20 名の支部会員が
集い、合計 22 人の盛会となりました。
見学会では、名古屋空港に隣接するMRJ ミュージア
ムの見学ツアーに参加しました。MRJ（三菱リージョナ
ルジェット）は、国産初の小型ジェット旅客機です。施
設 5階の展示施設では、大型スクリーン上映、実物大模
型、プロジェクションマッピング、タブレットでの 360°
ムービーなど、工夫の凝らされた展示を見学しました。
MRJ は「世界一うつくしい機体をつくる」をモットー
にデザインされており、日本刀、漆塗りや歌舞伎の隈取
がその機体に、富士山や枯山水が客室にと、日本の和や
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伝統美がふんだんに取り入れられています。フライト
デッキ、客室、主翼、ウィングレット、燃料タンク、エ
ンジンなどの実物大模型を順次見学し、それら仕組みに
加えて、快適性、騒音・排気ガス・燃費の軽減、軽量化
の追求まで詳しく学ぶことができました。100 万点以上
にものぼる部品は世界のサプライヤーから供給されてお
り、計画的な生産・物流管理がなされています。次に施
設 2階の組立エリアと艤装エリアを見学しました。最終
組み立て工場を見学できる施設は世界で 3番目とのこと
で、貴重な機会となりました。
見学会の後には勝川駅までバスで移動し、総会および
懇親会を行いました。総会は、駅前のルネック 7階の多
目的ホールにて開催されました。片山支部長による開会
の御挨拶の後、村上澪電会会長から御挨拶を頂戴しまし
た。議事に入り、平田代表幹事より活動報告および計画、
高田会計幹事より予算案が示され、承認されました。ま
た、支部長の改選の発議がなされ、平田代表幹事が次期
支部長として推薦され、拍手をもって承認されました。
次に、平田新支部長より次年度の幹事が指名され、承認
されました。議事終了後、舟木澪電会総務幹事より「母
校と澪電会のいま」という題で、母校の動向について概
説頂きました。
懇親会は、同じくルネック 2階のトンガリアーノ勝川
店で開催されました。村上澪電会会長からご挨拶を頂戴
し、片山東海支部長のご発声で乾杯し、来賓と会員、会
員相互で話が弾み、岸本哲治氏（電子・昭和 37）の音頭
のもと、一本締めで懇親会を終えました。
 （松井龍之介（電子・平 11）記）

平成 30年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、平成 30 年 11 月 2 日 ( 土 ) 多く
の映画の舞台にもなっている福山市鞆の浦地区にて、ち
くわの手握り体験や鞆の浦を発祥とする保命酒の酒蔵見

学の後、福山商工会議所にて支部総会を開催しました。
本部からは舟木総務幹事、吉村幹事をご来賓としてお迎
えし、中国支部からは、高見佳宏中国支部長（電気・昭
59）をはじめとして、総勢２４名の方にご出席いただき、
合計２６名の盛会となりました。
当日は、JR 福山駅に集合後、バスで鞆の浦鞆の浦鯛
匠の郷へ移動し、鯛ちくわの手握り体験を行いました。
初めてちくわ作りを経験する方が多く、形を整えること
に苦戦しながらも、各々個性的な形の焼き立てちくわを
堪能することができました。その後、観光名所である常
夜燈など鞆の浦の街並みを散策し、入江保命酒の酒蔵へ
と向かいました。保命酒とは漢方の要素を含んだ鞆の浦
発祥の薬膳酒であり、その起源は江戸時代まで遡ります。
独特の風味を持ち滋養効果の高い薬膳種を味わいなが
ら、かつて使用されていた大徳利や看板など歴史ある資
料を見学しました。
見学会後、福山商工会議所にて支部総会を開催し、舟
木総務幹事からご挨拶をいただくとともに、母校の近況
についてご紹介いただきました。
総会後の懇親会では、近況報告を行うことで和気あい
あいとした有意義な時間を過ごし、来年度の再会を期し
て散会となりました。
今年度も多数の方にご出席いただき、盛会とすることが
できました。ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に
感謝申し上げます。来年度も同時期に開催する予定ですの
で、多数ご出席下さいますようお願い申し上げます。
 （天野智文（電気・平 21）記）

平成 30年度  澪電会四国支部総会報告

四国支部では、平成 30 年 11 月 10 日（土）に、うど
ん作り体験、総会および懇親会を香川県高松市で開催し
ました。昨年 12 月に続き、13 年連続での開催でした。
当日は、本部より村上孝三会長、舟木剛幹事をご来賓
としてお迎えし、四国支部からは綿森道夫支部長をはじ
め 20 名の参加者を得ることができました。
まず、高松駅へ集合し、中野うどん学校へ移動しまし
た。当日は、見事な秋晴れとなり、さわやかな季節を感
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じるなかでの開催となりました。うどん学校の時間割は、
1限目・2 限目という構成でした。まず 1限目では、事
前に準備された、うどんの生地を麺棒で伸ばし製麺して
いきました。うどん学校の先生の快然たる指導の中、楽
しみながら、麺作りの工程を習得しました。続いて 2限
目は、うどんの原料である、小麦粉、水、塩から、うど
んの生地を作る工程を体験しました。季節によって、粉
と水・塩の配合を変えなければならないことなども教え
てもらい、その奥深さに感心しておりました。うどん打
ちのときには、学園天国やダンシングヒーローなど往年
の名曲から、最新のダンスナンバーなど軽快な音楽が流
れ、そのリズムに合わせて、うどんを踏み、コシを作っ
ていきました。なお、1限目で製麺したうどんは、現地
にて食べることができ、一同でおいしく頂きました。う
どん作りを初めて体験する方々も多く、良い思い出とな
りました。
総会では、細井の司会で、綿森支部長の挨拶から始ま
り、村上会長からご挨拶を頂きました。綿森支部長から
は、参加頂いたご来賓や支部会員へのお礼や支部活動に
おける今後の方針や活性化への抱負などについて挨拶。
村上会長からは、澪電会本部および各支部の活動近況、
母校をサポートする体制づくりのお願いや支部への激励
のお言葉を頂戴いたしました。舟木幹事からは、母校の
学科・研究室の組織や入学者の状況、澪電会本部の活動
状況等を分かりやすく説明いただき、支部会員の方々か
らは、学部や専攻科の状況を理解することができたと好
評であり、非常に有意義な情報共有の場となりました。
引き続き議案審議に移り、細井より平成 29 年度の決
算、平成 30 年度の活動計画や予算の議案を提案し、全
会一致で承認され、総会は無事終了いたしました。
総会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾杯の
音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計らい、参
加者による自己紹介と近況報告を行いました。皆さんお
話好きの方ばかりで、例年にもれず全員が話し終わるこ
ろには、終了予定時刻となり、坂入修二元支部長の音頭

でお開きとなりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に、心より
御礼申し上げます。
 （細井宏昭（エ修・平 17）記）

平成 30年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では、支部総会および懇親会を 11 月
17 日（土）に開催いたしました。本部よりご来賓として
会長の村上孝三先生、総務幹事の舟木剛先生にご出席賜
りました。九州支部からは 9名が出席しました。
開催地は福岡県宗像市としました。当日は JR 東郷駅
に集合後、世界文化遺産に登録された宗像大社を訪れま
した。当日は宗像歴史観光ボランティアの会の方々に境
内をご案内いただきました。そのうちのお一人が支部会
員と同じ職場にかつてお勤めであり、思わぬ再会に一同
驚嘆しておりました。丁寧なガイドのおかげさまで、古
くから紡がれる歴史を知ることができました。この場を
借りて厚く御礼申し上げます。
支部総会および懇親会はロイヤルホテル宗像において
執り行いました。総会前に同ホテル内の玄海さつき温泉
で疲れを癒やした後、総会では三谷支部長からの挨拶の
あと、議事として支部事業ならびに会計報告を行い、原
案どおり承認されました。その後、ご来賓の村上先生か
らご挨拶を賜りました。続いて、舟木先生からは母校と
澪電会本部の近況をご報告いただき、電気系や澪電会の
様子をうかがい知ることができました。懇親会は和やか
な雰囲気で、澪電会のつながりを改めて感じる貴重な時
間となりました。
ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申し
上げます。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切にお
願い申し上げます。とくに若手の会員のみなさまのご参
加をお待ちしております。
 （渡邊政幸（電気・平 13）記）
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クラス委員

（電気工学科・電気工学科目・
電気工学専攻）
 学部 修士
昭和16年  高田　源次
 20年  樋口　正樹
 22年  山下　義美
 26年  近藤　道治
 28年旧  藤井　克彦
 28年新 30年 辻　　三郎
 29年 31年 升田　公三
 30年 32年 味村　健三
 32年 34年 大川進一郎
 33年 35年 鈴木　　胖
 34年 36年 白藤　純嗣
 35年 37年 松浦　虔士
 36年 38年 濱口　智尋
 37年 39年 黒田　英三
 38年 40年 梅本　隆司
 39年 41年 武藤　成生
 40年 42年 赤澤　堅造
 41年 43年 辻　毅一郎
 42年 44年 佐々木孝友
 43年 45年 朴　　炳植
 44年 46年 谷内田正彦
 45年 47年 織田　守昭
 46年 48年 土師　總一
 47年 49年 大森　　裕
 48年 50年 原　　　格
 49年 51年 田中　和夫
 50年 52年 伊藤　利道
 51年 53年 木村　紀之
 52年 54年 山本　正純
 53年 55年 阪部　周二
 54年 56年 白神　宏之
 55年 57年 伊瀬　敏史
 56年 58年 三谷　康範
 57年 59年 裏　　升吾
 58年 60年 尾崎　雅則
 59年 61年 江川　泰弘
 60年 62年 秋葉　龍郎
 61年 63年 服部　励治
 62年 平成元年 佐伯　　修
 63年 2年 藤井　龍彦
平成元年 3年 森　　勇介
 2年 4年 仙井　浩史
 3年 5年 舟木　　剛

 4年 6年 岩井　　真
 5年 7年 藤田　和久
 6年 8年 板垣　鉄平
 7年 9年 川瀬　博基
 8年 10年 斎藤　貴光
 9年 11年 中島　弘朋
 10年 12年 矢野　雅一
 11年 13年 緒方　晋也
 12年 14年 山下　勝則
 13年 15年 小谷　研太
 14年 16年 犬伏　雄一
 15年 17年 小島　鉄也
 16年 18年 坂本　雅樹
 17年  村井　良多
 18年  吉田　　央
 19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・
通信工学専攻）
 学部 修士
昭和21年  来住　　徹
 25年  竹内　信雄
 26年  長岡　崇雄
 28年旧  福井　淳一
 28年新 30年 末田　　正
 29年 31年 由利　宏二
 30年 32年 倉橋浩一郎
 31年 33年 栗岡　　豊
 33年 35年 宮道　　繁
 34年 36年 樹下　行三
 35年 37年 西原　　浩
 36年 38年 野村　康雄
 37年 39年 （調整中）
 38年 40年 中西　　暉
 39年 41年 塩澤　俊之
 40年 42年 藤岡　　弘
 42年 44年 宮原　秀夫
 43年 45年 玉川　允敏
 44年 46年 池田　雅夫
 45年 47年 中野　秀男
 46年 48年 里村　　裕
 47年 49年 森下　克己
 48年 50年 河崎善一郎
 49年 51年 北山　研一
 50年 52年 樺澤　　哲
 51年 53年 鬼頭　淳悟

 52年 54年 井上　　健
 53年 55年 中野　幸男
 54年 56年 馬場口　登
 55年 57年 秦　　淑彦
 56年 58年 片山　正昭
 57年 59年 榎原　博之
 58年 60年 山本　　幹
 59年 61年 平　　雅文
 60年 62年 原　　晋介
 61年 63年 大川　剛直
 62年 平成元年 荒木　範行
 63年 2年 戸出　英樹
平成元年 3年 堀井　康史
 2年 4年 松田　洋一
 3年 5年 畑　　真司
 4年 6年 上田　哲也
 5年 7年 安部田貞行
 6年 8年 村上　智己
 7年 9年 池田　武弘
 8年 10年 加藤　　真
 9年 11年 菅原　弘人
 10年 12年 中西　淳平
 11年 13年 門田　行広
 12年 14年 新熊　亮一
 13年 15年 東野　武史
 14年 16年 村越　昭彦
 15年 17年 藤本　正樹
 16年 18年 木下　幸裕
 17年  山本　勇樹
 18年  森岡　康史
 19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・
電子工学専攻）
 学部 修士
昭和37年 39年 蒲生　健次
 38年 40年 白川　　功
 39年 41年 尾浦憲治郎
 40年 42年 吉岡　信夫
 41年 43年 鷹岡　昭夫
 42年 44年 打田　良平
 43年 45年 春名　正光
 44年 46年 藤原　秀雄
 45年 47年 杉本　哲夫
 46年 48年 谷口　研二
 47年 49年 千葉　　徹
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 48年 50年 栖原　敏明
 49年 51年 村上　敬一
 50年 52年 山田　伸一
 51年 53年 西川　博昭
 52年 54年 中前　幸治
 53年 55年 岡田　満哉
 54年 56年 薮内　康文
 55年 57年 太田　快人
 56年 58年 出口　　弘
 57年 59年 河合　利幸
 58年 60年 森　　俊彦
 59年 61年 正田　博司
 60年 62年 綿森　道夫
 61年 63年 森　　伸也
 62年 平成元年 重弘　裕二
 63年 2年 井元　孝史
平成元年 3年 野口　栄治
 2年 4年 赤坐　正樹
 3年 5年 上野　隆範
 4年 6年 三浦　克介
 5年 7年 藤井　彰彦
 6年 8年 上向井正裕
 7年 9年 上野　弘明
 8年 10年 梶井　博武
 9年 11年 野田　研二
 10年 12年 島田　尚住
 11年 13年 藤澤　猛史
 12年 14年 大竹隆太郎
 13年 15年 小野　俊明
 14年 16年 三上　真範
 15年 17年 樋渡　伸二
 16年 18年 松久　裕子
 17年  尾島　正禎
 18年  六車　　充
 19年  田村　　悠

（情報システム工学科、情報シ
ステム工学科目、情報通信工
学科目・情報システム工学ク
ラス、情報科学研究科）
 学部 修士
平成 5年 7年 一階　良知
 6年 8年 安部　敬一
 7年 9年 原　　隆浩
 8年 10年 池内　智哉
 9年 11年 相坂　一樹
 10年 12年 密山　幸男
 11年 13年 中尾　太郎
 12年 14年 工藤　祐介
 13年 15年 兼田　佳和
 14年 16年 義久　智樹

 15年 17年 庄島　大基
 16年 18年 渡辺　賢治
 17年 19年 野里　良裕
 18年 20年 村尾　和哉
 19年 21年 高島　真彦
 20年 22年 尾崎　麻耶
 21年 23年 中川　将史
 22年 24年 山崎　公敬
 23年 25年 林　　勇介
 24年 26年 児島　陽平
 25年 27年 小林　良至
 26年 28年 増田　　彬
 27年 29年 尾原　和也
 28年 30年 西尾　俊哉
 29年 31年 宮内佑多朗

（電気電子工学科目・システム制
御電力コース、電気電子情報工
学専攻・システム制御電力工学
コース、電気工学コース）
 学部 修士
  平成20年 吉田　　央
  21年 大曲　祐子
平成20年 22年 大道　哲二
 21年 23年 三宅　翔太
 22年 24年 赤尾　雅嗣
 23年 25年 大石　貴章
 24年 26年 峰岸　達矢
 25年 27年 磯　比呂志
 26年 28年 岩瀬　真司
 27年 29年 藤川　拓也
 28年 30年 井上　　研
 29年 31年 末岐　　渉

（電気電子工学科目・先進電磁エ
ネルギーコース、電気電子情報
工学専攻・先進電磁エネルギー
工学コース）
 学部 修士
  平成20年 馬場　政志
  21年 畠山　幹生
  22年 遠藤　　恭
  23年 田中　聡一
  24年 横山　尚也
  25年 中塚　和樹
平成24年 26年 大宅　　諒
 25年 27年 喜田　美佳
 26年 28年 植松　佑仁
 27年 29年 松村　裕介
 28年 30年 硲　　　崚
 29年 31年 末岐　　渉

（情報通信工学科目・通信工学ク
ラス、電気電子情報工学専攻・
情報通信工学コース）
 学部 修士
  平成19年 山本　勇樹
  20年 森岡　康史
  21年 工藤　隆則
平成20年 22年 木村　共孝
 21年 23年 十河　泰弘
 22年 24年 西村　悟史
 23年 25年 井上　文彰
 24年 26年 福井　良輔
 25年 27年 小林　　陽
 26年 28年 棟田　淳哉
 27年 29年 前田　　智
 28年 30年 木村　雅俊
 29年 31年 米田　友花

（電気電子工学科目・量子電子デ
バイスコース、電気電子情報工
学専攻・量子電子デバイス工学
コース、電子工学コース）
 学部 修士
  平成19年 尾島　正禎
   村井　良多
  20年 六車　　充
  21年 田村　　悠
平成20年 22年 堀　　哲郎
 21年 23年 小川　康宏
 22年 24年 石川　裕之
 23年 25年 東　　卓也
 24年 26年 森　陽一朗
 25年 27年 丹波　大樹
 26年 28年 山根　梨江
 27年 29年 小長　晃輔
 28年 30年 上田健太郎
 29年 31年 澤田　友貴

クラス委員の変更等ございました
ら、事務局まで随時ご連絡下さるよ
うお願いいたします。
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澪電会　会則

会　則

第 1条 本会は澪電会と称する。
第 2条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4条 本会の会員はつぎのとおりとする。
（1）正会員
イ．大阪大学工学部，工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。

（2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。

（3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。

（4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5条 本会に次の役員、監査、委員を置く。
会長 1名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る。ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2年、監査は 1年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。
・企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて
2年とする。

 別表
クラス委員選出単位

卒業年 学　　　　　部

平成11年以前 電気工学科、通信工学科、電子工学科、情報シ
ステム工学科の各学科卒業生から1委員／年

平成12年
～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、通信
工学科目、電子工学科目、情報システム工学科
目の各学科目卒業生から１委員／年

平成22年
～令和2年

電子情報工学科システム・制御・電力コース、
先進電磁エネルギーコース、量子電子デバイ
スコースの各コース卒業生から１委員／年、
及び、情報通信工学コース・通信工学クラス、
情報通信工学コース・情報システム工学クラ
スの各クラス卒業生から１委員／年

令和3年以降
電子情報工学科電気工学コース、電子工学コー
ス、通信工学コース、情報システム工学コー
ス卒業生から１委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
情報システム工学専攻、電磁エネルギー専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 6専攻修了者
から 4委員／年

平成16年
～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 4専攻修了者
から 3委員／年、及び、情報科学研究科（電
気系 8講座）修了者から 1委員／年

平成19年
～平成29年

電気電子情報工学専攻システム・制御・電力
工学コース、先進電磁エネルギー工学コース、
情報通信工学コース、量子電子デバイス工学
コースの各コース修了者から 1委員／年、及
び、情報科学研究科（電気系 8講座）修了者
から 1委員／年

平成30年以降

電気電子情報工学専攻電気工学コース、情報
通信工学コース、電子工学コースの各コース
修了者から 1委員／年、及び、情報科学研究
科（電気系 8講座）修了者から 1委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
最終改定日　平成 29 年 6 月 27 日
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業 ( 修了 ) 年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お
よびそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と本会から事業委託された業者・第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会から事業委託された業者により適正に管理を行い、常に個
人情報の保護に努めます。

(2) 本会は、本会会員、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目
的から個人情報の提供が適切と判断される場合には、本会会員、当該主催業者に対して必要最小限の
個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、本会ま
で届け出て下さい。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を本会から事業委託された
業者等、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織を除く第三者へ開示ならびに提供致し
ません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



講演会

総会・懇親会



平成30年度 大阪大学電気系 卒業祝賀・謝恩会

平成30年度 大阪大学大学院情報科学研究科 卒業祝賀・謝恩会



発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

電子版会報REIDENのお知らせ

電子メールにてお送りしております電子版会報「REIDEN」も 2018 年秋の発信で第 5号と
なりました。春には冊子版の会報「澪電」にて澪電会に関する 1年間の情報をまとめてお
届けします。春～秋の間のニュースについては、電子版会報「REIDEN」にて速報として
秋にお届けしています。会報には掲載しない記事も掲載していく予定です。（冊子版の会報
「澪電」を廃止する予定は、現在のところありません）
万が一届いていないという場合は、澪電会にメールアドレスをご登録頂けますと、次回よ
り配信いたします。澪電会事務局宛にご連絡頂けますと幸いです。

会報澪電のダウンロード方法と郵送停止方法のお知らせ

バックナンバーも含めて会報澪電が澪電会のホームページからダウンロード可能です。
今後、会報澪電の郵送をご希望しない方は

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
まで、氏名、卒業年次（学部 /修士 /博士、学科等、卒業年次）を明記の上、メールの件名を「会報澪電
の郵送停止」として、澪電会メールアドレス reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp 宛にメールをお送り下さい。

会報澪電No.40 をお届けします。電気系教室創立
110 周年の節目となるNo.40 では、企業を率いる立
場におられる卒業生にお願いして、会員に向けた
メッセージを込めてご執筆いただきました。
澪電会では、「澪電会卒業生講演会」、「卒業生と

在校生の交流会」、「澪電会ホームカミング day」な
ど、会員同士、あるいは会員と現役学生との交流の
場を提供するイベントを精力的に開催しておりま
す。多くの会員の方々が在籍されている澪電会の活
動が、皆様にとってより有意義なものとなるよう、

幹事一同、今後も益々努力していく所存ですので、
皆様のご理解とご協力の引き続きよろしくお願い
申し上げます。
最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌
記事の執筆を快くお引き受け頂きました執筆者の
皆様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、
心より感謝の意を表します。
 （編集幹事：宮本　俊幸、梶井　博武、
 松岡　俊匡、三浦　克介）

編　集　後　記


